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ズタンフレーム

高ジ．-9,140mm

巾…8,]20mm

重量-.28.5ton

望9曲
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クランクシャフト其他軸糸・スタ

フレーム.ﾗ舞ｰﾌﾚｰﾑ●シャン

プ．ラケット。各種アン'カー･プ.｡イセ．

エンジン起動用空気圧縮磯。船内
臓用冷凍機・各種ワイャーローフ、

ABロイド規格電弧‘熔接権
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薑壽榊声壷漿鋼剛
本 祗神戸市茸合区脇浜町

東京支斌東京都千代田区丸ノ内（鉄鋼ピル）

九ﾘ'l'l営業所

名古屋営業所

門司市小森江（神鋼金属内）

名古屋市中村区広井町(鞘古屋ビル）
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同じ年に

響蔚シントシ
が初めて海外ご
取引蕃始坊ましブミ

日志の当局者と、くり,一提督との提携によ
ってﾕg嬬垂踵初めて通商の門戸が開け堂
した。同じ年に初めてウ寺シントン社の海
外取引が成立しました。即ち英国戸シドン
のキングスクロス駅にウォシントンのポン

プが据え付けられたのです。現在ウォシン
トン社は多種多様のニンヂン及び舶用機器

を提供して居l)萱す。…虻はスチーム．ター
ビン発電装置から小は液量計に至るまで
ウォシントンの舶用機器ぱ結A3無駄がな
く、信頼性があり而も効奉的に設計工作
されて居ります。
WorthmgtonCorporation,ExportDeptu
Hanison,NewJErsey.U.S.A.

欝懲驚雷瀦鬮溺鶏管鰺鶴

◎

澄界に誇る有名品の商標
一一一一L今

一一一一一脚－＝一一．---.■b■－－一一一一・－，些一里FP一千・一舌一一＝軍

#
AME侭砿ANBLCWERGYROLFLWDDRWE

α嫁Zfsf"6IEsl"d"""㎡""/07'3600γか"60"Ej′左gffl2""ps

§
…

=Mal-inetype

HTM11】産20hp(packaged)

¥VSPE.SC.constallttorque

variablespeed

5hp-10､00011p

"T(EngineandMotor)

Automobile
麹

●
身
甥

岳
》
蒔
宙

魂
》
挫
輕
認
需
抄
蕊

ｗ
乳
剣
草

堯
■
舎

含
錘
》
》
窪
浅勿一師

フ ジヤマ交易株式 会 瀧総輸入発売元

'i(束鰯II刃央区|ヨ本楠木町1の14竜日本楠(24)3564。5397

カタ屋グ。デーダー抑入用の方は御知らせ下さい



ﾛ画lHI1Ⅲl旧圃11Ⅲllm日目ⅢⅢIHi固国11ⅢⅢ''昭四lII1IllMlEBⅢIⅡⅢ'四因ⅡⅢlⅢ1回図Ⅲ11ⅢI|囲国111川Ⅲ1国目ⅢⅢIⅢ、■111ⅢⅡIIE目ⅢⅡⅢ川I囹団11mⅢI旧圓''1Ⅲ!Ⅲ囚因ⅢⅢiⅢ回国ⅢⅢiII旧副ⅡnNiIlg目I1HIH1I腫昼

第26巻第10号

珸和28年10月12日発行 餓
心 就夷

趣1MⅢ'幅屋･'1'}'''1樫国引iMIm国醗lll:lli緬齪,I剛,Ⅲ蔑監,Ii1,,,1個踊川11,1,ii國四iⅢ1,,1,,厘園削,耐,,国31[11,Ⅲ,隠匿!Ⅲ,1,Ⅲ囿圀Ⅲ,N,Ⅲ圖題I,ⅢⅢ,,固引!Ⅲ,Ⅲ,厘罰'''1iⅢ,1国副'1ⅢI'唱雪''M1細圓遠ⅡiⅢⅢI園函I窪

◇目次◇

新造別'1ﾘ聯光栄丸….－……－－＝……………－…－＝、､三菱日本軍工業髄浜逓船所．造船識計部.…（987）
舶用機関の動'向]とその将来…､……－”－…….,－.……………・……石田千代71'i(991)
典名丸'iuタービン船の機関装避について……－．－．.….”.－…－－－．≠..＝……－岡本点雄･(994)
舶尉ボイラの聡焼制御について“……‐……..….－….－－－←－……一一一一一寺野寿燕（'“5）
三|:B&W2サイクルダーポチヤーヂド機関”….＝………………‐…三井造船．玉野造船所-(1015)
13,000T津耕渠の設計について(1)…､….……‐川崎重工業株式会社．造船設計部(1018)

折訓､|･レンズの設計･…－－…….｡”…－……..…….…－．…－……－…＝…………－－……＝研野作一…(]､027）

‐フーメリカにおける舶用ディーゼル機関附･鴎装置としての

I'1動無段階液体変遷装澄について…………..…….－.……－－－－－……………川合健二…(1031)

フ}〈補I裁験喪料33－浅吃水双螺旋曳船（2）－…－－…＝－…－．－………船舶編集隼＝（].”9）

特許解説←……………………－………一・…←……………＝．.…－＝…→－………－大谷幸太郎…（].“3）

こ表紙〕☆宝fll丸

〔口絵〕☆びくとりあ丸☆ネリーー･り‐☆旭栄丸・☆明泰丸

☆IONIANCHALLENGER*13,000T淳ドック
凸■q

Ⅲ11■■lⅢ|IⅡ|回国Ⅲ111Ⅲ|■団'1ⅢⅢ11■図FIIⅢ111■■IIiIlIlll1圏B1II1ⅢⅢ■国ⅢIⅢ111日固'|ⅢlⅢ|図画iiIMlⅢ|■BIllⅢ1111■■ⅢⅢ111旧■11Ⅲ111Ⅱ'''111圏図1Ⅲ11Ⅲ|蛋固|Ⅲ]lⅢl■園Ⅲ|ⅢlⅡ図gllⅢ|Ⅲ1回目lⅢIIlIll■刺、

苞

§鍵.鍵鐘ヤーニニ'f罰鯉豊琴~37､､鈩戦.r刊.算鴬§､了蜑埋澄》蜜挑勗

■■

ー
一
一 鶴

溌
罰
亨
舗
ぺ

鰯 鰯

｜
一
塁
雷
堪

機・電動機

盤。制御樵

發
配

月
一一戸.“鞠*露一

…
、

罵議灘 ’赫識電權株籔雷賊鰯
灘鷺鍵←

窪

東京都中央瞳西八丁堀一ノ四。大阪･名古屋。福岡。廣島。札幌
L

ﾐ哨垣室.ニー駕宝塁...＆月:』琿遥逢魏.理溌蕊蕊3意三:患ァ霧譲与璽謹室:身誰ntX奇説簿雷壺:r通園ごZ錘r?嘉鍾L与ゞ童雷湊璽璽琵.ご癖軍盈里壷･肩室海･葦 蕨



夕
催

．
『
。
薄
Ｉ
ｑ
等
少
↑
・
‐

鶴
繍
鱗
緯
‐
尋
麓
儲
騒
灘
蕊
騨
繍
儲
に
ｌ
ｉ
ｌ
‐
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‐
‐

毒
怠
．

《
。
李

檸

？
…
１
１
１
…
！
！
！
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
！
●
’
１
１
１
●
》
；
偽

一
口
・
Ｆ
９
吾
■

嵐

F

霧
：

島
迩剥

義
蕊譲箪と参騨農患､礁識鍵 な職

4■

蕊や瀞と織聯蕊謝ご鹿砺穀
宍全

町
ユ

リ

ー
。
ｒ
８
０
世鰯

錘
調
麺
趨
劉
頚
蝿
燭
蓉
蝿
噸
甥
甥
電

爵
凸j星

す
溌
態

”
■
Ｉ
■
↓
４

句
語
『
毎
．
、
嘩
閏
畔

蕊癒虻い
ﾃｰﾛ

q

●◆号F口qむら”凸・●巻･●
．、■■

○

F----.砥、，－．聖ら｡!

型 ＋

勵 灘狐謹 露饗 堅』

1

騨謬
塞畠…鰹尾

瀦蕊
河
口
Ⅲ
側隣I の

笹響繍
，．、’昭・イセ・･･･・
車廿

鵜 諏灘鱈 鱗識篭麺溌堂 灘 蕊
‐

蕊f 魂
夕

篝雛’ぱ淡型拳:ﾙ： 諾謡に当 r簿

Vj鈴L龍が、
鉦[･伽

いて好 密て、
が宮由lこ更にセミギ紗職則ムド の

なりましこので、
｡■

るよう;に避 よう;に
GI

■

j

各位の

§
Ｉ

。

ます°
■

によ,る

活用彰 、、
己

圧 瀞30,帆0 力四
一
羽
，
）

ば次の し)です。の圧

沢
粍
畷

５
０
§

１
＃
§
２
－
一
一
・

■
■
今

鰹
雑
一
嬢

■
吋
巳

一
翻
心
也
動
二
国
１
》
”
“
窄
一
唾
一
勺
も
《
》
甲
距
”
》
〉

争
い
。
‐
．
？
。
。
●
一
電
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
（
》
》
一
掴
”
》

卜
》
、
『
’
一
一
合
．
｝

巾
厚
長

(2.5メーi､ルー4唇5メートル）

(蝿吋～8吋）

(9メート'し～18メートル）

｜

｜，,。，－〉…鑑〆，’‘，

圏惑製認爾灘騨
、為{,･跡－，，‐ー三鰯護職鑑識雛’:零:蔓:獣〆§･鰍I



湖Ⅲ}肌lllll1111川llllllIMINⅢ鮒IIM朋lilllllillllllll川ⅢⅢ川ⅢⅢ川ⅢⅢllⅢⅢⅢⅢIⅢⅢⅢⅢlⅢI

びくとりあ丸

船主三菱海運株式会社

造船所三菱造船・長崎造：船所

140_00nn

19.00m;

10_50m.

約8.37m

約7,630噸

約10,150胆

19.5節
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長（垂）
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吃水〔満載）
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我が国で'初めて研塊完磁された
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座_．.，､ 一一‐カタログ送呈

溌度の職微を有し併も海水に弧、耐汕耐

■

【特性】銅板に塗布して仙力な皮膜主作り歩行の滑り止め防止i
熱性の大荘ろ特殊塗料です(20K缶入）

’
造元株式

売元セメ
東京都千代田区神
支脂大阪TII

会社
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油槽船光榮丸三菱日本重工業株式會就
撲涜造船所・造船設計蔀

新 造
華も▽一毛一一‐一・一巳守一一一一一廼巳群－

て榮邦丸等では8筒の複働磯關をのせていたのを，馬方

が減るのにもかかわらず10筒に殖やした単働溌關とし

て粗悪油使用に蔑全を期したこと，藷室配置には資質的

な効果を特に重頑したこと，その他高い稼動性を持たせ・

為ために船鴎塗料には最高級品を窪んだなど多くの示愛

を輿えるものがあろう、

配置の獄要別掲一般艤装同wご見為如く本船臆最も漂

準的な油槽船の型を踏襲していあが前述の如く普遍糞

いわゆる外資導入諺踏船として日東商船株式會祗と

三菱日本重工業脚式會杜との間に19,000屯級油糟船の建

造が取りきめられたのは昨年暮の12月25日のことであ

った．同船は即日起工されたが本年5月28日光榮丸と

命名されて横濱港内に進水，起工後滿7ケ月目の去る7

月251ﾖめでたく竣工引渡式を終えた．

光榮丸ほほぼ同嶬明に8次船として播鯉造船所で建造

の同減船旭榮丸と共に，全國小・中・高等學校生徒の選

んだ旭光の2字で結l濁しているが，日東商船の戦後第4

隻目の新造趣1油糟船である．本ま剛I臘船の一標準型に

展まる新鋭で，また建遥豚としても大型油槽船でば戦後

5隻目にあたり，豊富な經験に基いた曾心作として世に

問い得るものである．

本邦に鮨ける18,000～19,000屯級油槽船の草わけの1

隻である榮邦丸は載貨重量18,440屯8,000馬力のデーイ

ーゼル油梢船だが同船の改型さんるいす九（8次船）

では熔接程度の擴大などから18,781屯迄載貨重量が殖

え，ついに同系列の光榮丸に至って19)000屯を超える迄

になったのは誠に注目に値するが，また日進月歩のわが

塵造船御阿の賀態を如資に示､すものともいえよう，

まず主要玲目を次に掲げる．

全長175.50米

垂隙間長163.00

型幅21.60

型深11190

夏季満載吃水9.171

総噸數12,219.85噸
純噸數6,547.46

載貨重量19,062.3唾

貨物油鮠容積23,837,1辮

主磯械ディーゼル7,000BHP

浦載試運韓最大速力15,45節

航海速力（計謹）13‘75

光榮丸は米國船級協曾および'ﾖ本海封柵會の最高船級
を取得し，船舶安全法・スエズ°パナマ運河規則その他

に準擁して建造された遼洋第一級船で，石油および同製
品の職邊に従事するが，ここしばらくはクリーンタンカ

ーとして使用さ繩ろばずである．船主の狸い御要望から

汕婚船としての機龍謬最高度に發揮し，しかも載貨重量

･同容積ば出来るだけ大きくするよう計遥され，そのた
めに普通用いられぁ機會のない前部普通貨物鮠をやめ，
ポンプ°室周園のコファーダムもなくしてし霞つたそし

物脆ばなく，その部分はポィドスペースーとして残してあ

る縦に9，つに仕切った油鮠部分は2條の縦隔壁で26の．

貨物油鎗と中央ポンプ室にわけられ為が，この部分の総
長は垂線間長の60％を超え大きた載貨重量に見合う充
分な容積を持つ．燃料移邊ポンプ,ビルヂ。パラスト蓋

ンﾌ゚を入れた前部補助ポンヌ｡室,磯關室と貨物油総部に

は貴まれた燃料油鯰の配置は塁く標準通りであるがそ
の他船首水鮠は脚荷水用，船尾水鮠ば清水またば脚荷施
用，ポイドスペース下の深油総ば燃料用とし踵使わ狂
る‘機開室二重底内にほディーゼル油，ボイラー油等を
積載しj船尾部中甲板等には清水補が多數設けられていー
ろ．これら各種ダンクの合計容量ほ次表陸示す通りで窪“
島．

機關燃料油龍1,385.0唾
ディーゼル油鯰110.6
韻イラー汕脆，174.6
清水艫408,2
養罐水瞼83．4
脚荷水臓338.7
船首櫻内の大半は綱具庫として用いられ，その一部澪
燈具室,塗料庫等を設け，船橋盤内は25砿の清水タン．
クの龍か瓢ている周りをホース等の椿納所に利用する。
居住腫は船橋盤以上および船尾盤内とその上に設け認八・
の乘組員と2人の船客のための設備がある

船農構造．船臘臓油脆部が甲板･船底で縦肋骨式，繼
側では横肋骨式の切衷式，船首尾部ば普通の横肋骨式産一
なって紫り，この大ぃさの油澗船の全くの標準方式壱あ
る．いろいろの理由から中心部機隔壁にの説水平波型隠
壁を採用して他の油鎗部隔壁は普通型としたが，そ雄審
も重量輕減は見るべきものがある．
電氣熔接は極めて鹿瀧園に亘って探り入れら#し主蕊溝
造の大半がこれによっているが，船底外板のシーム，直
ルヂ外板と船側厚板のシーム，上甲板片舷2篠のシ←墨．

9月7
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１
１

等にば鋲を使ってある．主要部材の熔接に富つては重量

輕減と最上の工作を旨として種竜の方法が探られ，肋骨

や防澆材のセレーションも大幅に行われた．

側部油騰を通して油鮠部を一巡させたものである．

貨物油ポンプぱいずれも汽動識ウオシン1-ン型で揚程

100米，毎時400立方米の能力を持ち，残油ポンプは同

じく汽動竪型ウオシンI､ンの100米，100立方米のもの

であるが，更にポンプ室には同室の換氣用として蒸氣往

復動磯關騒動の毎分400立方米の能力の邇風機がある・

主吸引管は煙300粍の鋼管で,･各油総毎に煙260粍のク

ロスオーバー管が設けられて雨舷主管の間詮結び，それ

から中心鮠では2本，両舷鮠では各・1本の分岐管が出て
その端はベルマウスとなる．主管は3基の主鍜ンう°に連

結され，どのタンクからでもどのポンプ・によってもま

た単濁で･も並列運轌でも湯油することが出来る．砿ンフ、

室からの2本の立上り管は窪430粍で鑑ンﾌ菫頂部よ

り贈尾喚甲板後端迄伸びる300粍の甲板油管に接綴する
が，甲板油管は同じく300粍煙の3本のク戸スラインに

接綾し，その各端は船尾鯉後端の智端と共にそｵしぞ証8

吋のフヲンヂ2箇を持っている．廃油管は中心鮠逹縦通
し各油鮠に分岐管を持つが径160粍であり，鶴汕鎮ンう．

ば立上り管に接綾する.と共に6番油脆伸心部）に残油
を集めるよう庭もなっておりこれ詮主鑪ンう°で袈引する
のである．，

貨物油鯰の遡副は上甲板上ポンプ°室入口近くにおいた

弧力な蒸氣エゼクターで排氣を行うよう.になっており，

また主ポンプ室は前記通風機と蒸氣エゼクターにより換
氣される．本船はしばらくはクリーンタンカーとして使
われるはずなので加熱管は設けていないが，將来の取付
は考慮して支管は既に引かれており，また蒸氣主管から

は油艫の蒸氣洗瀧および淌火用のため迩當に支管をのば
してある

蒸氣消火の外にエアロフォーム式の設備もあり，また
防災のためにはフリユーカス装置やパナマ運河規則によ
るスプリンクラー装置を備えた外，油臘洗滕のた珍のパ

タワース方式も完備しているが，更に油艫内瓦斯の墜力
指示装置にも充分な配慮が加えられて本贈の安全性は完
壁なものといえる．なおエアロフォーム消火装置は油砿
の外居住睡や磯開室にも探朋されて，海水や蒸氣の淌火
設備と併設されている．

居佳設備≦58人の乘組員の丙諄ば甲板部士官5名跨

員16名機關部士官9名馬員15各事務部士官6名馬

員7名壱おって',この中士官ば甲板および事務部の全員，

馬員は給仕關係の3省力沖央甲板室に居住し，それ以外

は船尾部に居室がある．

船橋甲板上嵯は會食堂,喫煙室,;配膳室がある外本船

事務室も．あり,'居住者は一航，三航と事務長，事務員，

船雷，それ渥司厨長と2名の給仕である．蜜食堂と喫厘

室は資用を旨として徒に華美にするのを罐けたが，かえ

．って近代感壁に富んだすっきりした室となり高い品位を

伴っている．上部船橋甲板淫は船長以下二航，四航と無

線士室の他，客室や税關事務室がある．船長室は居室と
寝室の2室より成り，また客室は一つのベッドとソファ
､ベソドがあって2名の船客を牧容出来る、

甲板部および機關部､馬員はそれぞれ船尾櫻内の右舷
と左舷に收容され，大部分は2人もしくは4人室となっ
ている．他の甲板でば寝篁ばすべて船の長さ方向におい

たが，この船尾磯愈ではごく一部を除き鱗向きとした．

甲板部と機關部の馬員食堂や浴室も隣接しているが，洗
濯機械を備えた洗濯室もあり，冷蔵糧食庫その外の糧食
庫のあるのもこの甲板である．船尾襖甲板には機關部士
官居住唾の外に士官食堂，士官喫煙室兼事務室馬員娯
樂室があり，計4名の司厨手と給仕も居住する．機關長
ば船長と同じく2室を持ち，その外の士官はそれぞれ個
室をもつが見習生は2人室である．厨室はこれら居住匠
と絶縁きれて艦尾側にあり居室に不快な臭がただよって
行くような恐れは全くなくなっている．端艇甲板上はそ
の前端腫診療室と鍵蘂2つをもつ病室があるのみで後は
賑い甲板となっている・

居住厩の通風は船橋部は自然通風船尾部は機動通風
でその外に各室には電氣扇を設鮪してあり，また暖房
は蒸氣ラデイエターを設けて行っている，な溌冷誠糧食
庫に隣接して冷凍機械室があり，2塞の5馬力フレオン
直接膨脹式冷凍が野菜庫，肉庫，廊室に分れた同庫内を
そたぞれ＋4．ないし-5.Cの温鹿に保ち得るように計
霊された．

’

補助ポンプ室．ポイ1.スペース後端の補助ポンプ室に
は揚程35米，毎時30立方米の汽動竪型ヂュフ°レックス

のピルヂバラストポンプと，やはり同型式の35米，80
立方米の燃料移邊誤ンﾌ゚ があり，前者は船首水競の注排
水等屡，後者は前部燃料鯰と後部のそれとの間の油の移
動に用いられる。甲板燃料油管は径160粍の鋼管だが
3本のク滴スライン種持ち，いずれも6吋のホース接瀕

貨物油積載設備．光榮丸の貨物油積載設備はこの程度
の大きさのデ.f－ゼル油階船の例に洩れず，船禮中央4
番砿と5番雛間の中心タンクをポンプ'室とし’3蕊の貨
物油ポンプと1蕊の残油ポンプ等溌配遥，主吸引管を船
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糊フランヂをその端に持っている．なお本船ではかなり

粘度の高い罐用油の使用を考え，燃料油艫には容積1立

方米當り0.09ないし0.36平方米に達ずろ加蕊面積を持
つ加熱瀞を装備した．

主要甲板艤装普通貨物鮠を陵めた本船の甲板艤装は

すっきりした儲配謹こも見る如く極めて簡潔なものとな

った．すな:つち船首盤後端瞳たてた儲は播燈や碇泊燈の

掲示と瓦斯抜き管を立ち上らせあために設けらｵLたよう

なものであり，船橋上に美しいプロフィル淀持ってたて

らｵLたし一〆一橘と對をなす．‐上甲板上涯はホース取扱

い等のための一對のズリックポスI､のみ，船尾幽上ﾚﾆは

湿食猿込用のための1本のデリックがあるだけで，ブー

ムは3廼力量の.もの計3本である."上甲板上船首近くIこ

は繋船用のウインチ1蕊，中央部腱ば荷役肘2蕊をお

き，いずれも汽動200粍×300粍のもので5唾×20米の

力量を持つか,_特に前者腱は長いウオーピングエンドが

ある．船尾甑上の230粍x300粍,9唾×20米の繋船磯

は荷役用にも用いられる．汽動揚錐機は24砿,毎分9米

のものでシリンダは300粍×330粍の寸法を持ち，62粍

健の錨鎖を捲きあげる．船尾第二甲板上に誌かれた操舵

磯は三菱造船長崎造船所製の電動油腿式のもので，ジ:‐

ンネーポンフ､2蕊，ラム4筒を持ち，鑛ンﾌ'は2重の20

篤力モーダーで躍動されるが中1蕊は滋備用である．操

縦は操舵室からテレモー荻一&己よる外端艇甲板後部の
操舵輪で磯械的に行うことも出来為し，またジイロ蝉

よる複式自動操舵も可能である､

右弦船橋部津]反付け-らｵした舷梯は重鎚輕減の目的でア

ルミニウ坐､製としたが，出来上りは非鴬によく目的誌充
分達したといえる．

全部で4隻積まれた救命艇は全部鋼製で，その中船橋
部右舷艇，船尾部左舷蕊はモーが－附で定員35名、’他
は33名用でありいずｵしも銭演式の久･ピ,I､に取付け-ら

れた10人を乗せ得る5米の鱒馬蹄の熟は木製で船尾端
艇甲板上右舷#こ格納される．

、航海器具，無線装置等航海船橋上澤設けた無諜圭内
には500ワシI､中波，1キ画ワ,I､短波各’蕊の主遥信磯
と50ヮ.，I､の中f謝雌補助邊信機，長中波オー'､蕊イン

短波ヱーバー,全波スーパー各’臺の受信磯詮備え，い

ずれ.も日本無縦製である．レーダーはRCAの最就型，

無線方位探知機はゴニオメター型言響測深隣は磁歪式
であり，スペリー式の鱒輪羅針儀には計6つの從羅針

筬，航跡目登器と複式の膿I動操舵装置が附罷している．
その外操舵室頂部渥は反映式磁氣羅針儀があり・原埜用
及下の操舵室での操舵用腱用いられるが，船尾端艇甲板

、
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後部には更i己1基非常操舵用の磁氣羅針康がある．衝舵

室や磯關室澤はセルシン式の舵角指示計と竜睡計式の垣

軸回轌計があり，蓑た雨室間には電氣式エンヂンテレグ

ラフが設備された外，電氣式スティアリング・ドッキン

グテレグラフ,鍍式のアンカ皇テレグラフもある‘

本船内澤は，操舵室，磯關室，船尾端辮目甲板,操舵

室の間I乙高鐸電話が通じている外船長室，機關長室，

食堂等主要な室の間渥自動交換式の電話が通じていて，

船内放邊装置と併せて船内連絡にば非勝庭便利である．

上記の外の主要な装置は錨噌室頂部においてある信號

用シーャッダー附きの探照燈，曳航式戸グ，手動測深賎等

で，煙突迄取付けらｵした汽笛やスーパータイフゴーンの電

磁式吹鳴制御装置，電氣旋回窓等亀數え上げられよう､､

機關部概要．主磯械は三菱日本籏濱造船所製造の鐡資
M､A､N.単働2衝程ディーゼル機關で径720粍，行程

1,300粍の氣筒10箇の型式K10Z78/130Pのもので，
125回輔轌おいて定格7)COO制動馬力を出す．掃除室氣
は磯關前端『秘請きれたポンプ｡#二よって供論され，シリ
ンダは海水で，ビスI､ンは潤滑油によって冷却する．推

進器ばマンカン青銅製4重組立式のもので直煙弛0米，
螺距3.53米であり，經濟出力6,000馬力118.5回鱈で

'3,75節の航海鋤を出すことが出来る

補助磯械運鱒等のための蒸氣を供絹する補助罐は2基
の乾燃室式油燃圓罐と1基のラモント型排氣謹よりな
り，前者はそれぞれ径4,30米，長さ2,30糸，加熱面積
211平方米で16砥/平方漣の飽和蒸氣を發生し後者憾
177平方米の加熱面積で8,5ないし16斑/平方糎の蒸氣
を作って航海中の暖房。調理等に利用さｵしる．しかし本
船の機關室内揃幾はかなり電化されているので電璽岬槙
機械用等な,齢うせると所要電力量は梢雷大きく，主發電
機として交流230ポル1､,275KVAのもの2蕊補助
發電磯として55KVAのもの2蕊を持っており前者
は横演M,A&N.ディーゼル機關のG5VSO/42型(330,=
力，350回鱒）で，後者の中一つばやほり織演造船所製
の3MD型ディー.ゼル(68馬力,600回鱒）残湯一つば
蒸氣往復動磯關で躍動される．

次に機關室内の主要な補磯の表左掲げるが，この談の
汕幡鋸としては極めて充愛し慾もので蝿り，また主擬の
粗悪油使用を見越して油清淨器等も充分用意きれている
の意見ることが出来よう・

圭塞氣睡縮機，汽動::9"/H×39kg/
〃1寵勤:卿Wiokg!
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非常用室氣鴎縮’關鋤ﾝ機檬

主冷却海水ボン2弾腎型セフﾞ

補助冷却海水ポ1電動籏型セ
ンフ｡ントル

潤滑油鑑ンﾌ･2薑動債型歯
溝滑油移動ボン1〃
う｡

燃料移動ポンプ1〃

汽動，竪型
〃 1デユフ･レツ

クス

燃料ｻー ピ裏鑪’驚横型ンフ･

燃料サブ・ラ/ff2"
ンフ･

ノズル冷却油ポ2〃
シフロ

燃料セパレータ4〃
一議ンう･，

雑用兼消防ポン’亨轆型セフ・

ピル讓鑪ンﾌ゚ ｭ弾ごﾗン

30kg/cmg,4HP

300/500Ma/H×25
/10M,50HP

30M3/H×17.5M:
5HP'

220Ms/H×55M,
90HP

5M5/H×35M.
3HP

3OM3/Hx35M,
10HP

燃料油ピユリフ2電動シf-2HP_
アイアー‐フ･し承

燃料油クラリフ2|"2HP
ァgイアー

デイーゼル油ピ1"2HP
ユリファイアー

潤滑池ピユリフ2"2HP
アイアー

この他，氣蓄器。蒸化器・パタワーメヒーダー・ピル

ヂセパレーター等多くの装置があり，また5馬力の萬能

工作機や電動の移動式クレーンも完備している．

今

1

30M3/H×35M
該運鱒結果等．光榮丸の海上識璽轌は7月17と18の

雨日半載および滿載の雨M態で東京濁内にて行jっｵした

が，主織の麺噂は非常に好調で溌定通り好成績を以て終

，了した‘浦載速力試溌侭館山標柱間で行い’25,402麺の

排水量で,7j175馬力,129.3回鱒では15,.13節,7,722,"

力，132;6回鱒でば15“節の平均速力を得た．また1時

間半の燃料消費量言刷り試験では主磯のみにて1559/BHP

/H,補職共で157,89/BHP/Hの成績を得,これを10,000

kcal/kgの油挺換算すると，それぞれ153,59/BHP/政，
．』

156.29/BHP/Hとなる．

引渡しを終えた光榮丸は7月27日横演を出港魔女航

海の途に上ったが，その行先は最近新聞を賑っしたイラ

ンで出光興産のイラン油積坂第4船としてカソリン等を

滿載蹄罰したが往復航共非常に好調な航海であった由を

聞いている．

5MS/H×25M》
2HP

5.5M3/H

｝｡…
X15M

4M3/H
x20M･

2x25MS/H×25M
2HP

100/160M8/H×70

/35M,60HP

30m3/H×35M,
7.5HP

10Ms/H×35M,
3HP

IOM3/H×35M,
3HP

5D"/H×20M，
2HP

100MT/H×150M

1

清水ポンプ・・1〃

衛生ポンプ・1〃

義罐水移動ボン1〃
う･

パタワース兼消1汽動デユフ°
防ポンプ°レツクス

蒸化器割ﾐﾝﾌ゚ ’霧峻ﾌ゚
プライン

3M3/H×15M

情k
1.5M3/Hx15M

海水
35Ms/IH×15M

400M3/min×30
mmAq.,7.5HP

鮒剛llnllllil皿ﾛ湖11MI1川MⅡ蝿lIm測剛蹴脚鯛川鮒蝋鋤側IIIMM1IIIIIMIMIIIM卿鯛

舶用機關製週伏況表（昭和28年7月分）〃
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船用機關の動向ごその將來 石田千代治

第2次世界大戦で壊滅的打撃をうけたわが海運界は，

鞍を絡って沈没の難を逃れたものを見ると，戦前2流錯

であって相當古くなった氷川丸，興安丸詣よび高砂丸の

3貨客船と，有馬山丸という貨物船の外は,､戦痔急造し

た間に合せ礎腱の戦標船が大半であって，後は老朽船で

あった．緒戦間際まで7洋に日の丸を押し進めた昔日の

偉容と比べて，縛奄寂蓼を感じ，國破れて船舶なしの湖

を露呈したことであった．

人心も敗戦腱よる虚脱もさることながら，その頽溌は
著しく，戦前劣覗したであろう人達と除り鍵らな吋伏態

を見せつけ－，「雨,､綴』雪や実とへだつれど，落つれば

同じ谷川の水」の古歌を偲ばせたことであった．

とはいえ四面楚歌の祀國，2大勢力の接する境界に立

つ組國，この重大な岐路に立つ祀國の復興に，不屈の努

力を傾けた先覺の士も少くなく，徐々涯國際的悪感情を

融和して，断ち難いとされた絆も次鳧に蔵り開いて，今

日の濁立日本を再現し得たことであった‘

海遮界でも維戦直後は，種冬の制約があって，一・時は

その前途を危ぶまれたこともあったが，今でIはそれも昔

語りになって，計蓋遥硲も第9次まで進捗し，第8次計

避造船の完了も間近い昭和27年12月末現在の保有$橘自

ば・總噸数100噸以上のものが,875隻2,537,727總噸に

達した．

この間國民の1人1人が，海運の重要性を具に肉磯に

感じる磯會を得て，海運立國の何者歪あるかと理解さｵし

たであろうことは’海運の將乗霧思うとき，不幸中の幸

であったと感じられる．

また輪出船も逐年増加して，軍艦を建造し得ない空白

を，多少共埋め得ていることは,､御同慶のことである．

最近嘗ての船質改善策と同様に，戦標硲その他老朽勝

を解瞳して，外航船を建造することになったことは，資

に慶賀すべきことであって，今後願う虚は，蟹秀船に
は，良い磯城器具を装備して，名僅共に優秀であること
を，世界の人たに充分認識して貰って，競ってわが船舶
を利用されぉよう仕向けられたいことである．徒に船償
に囚れて，本質を忘れて末に走るよう漁ことがあって
は，戦標船の悔を再び繰り返すこと涯なって，心ある人
ぐの心を痛ましめることになる‘

閑話休題,筆者は1昨年5月本誌第24詮第5鏡にI舶
用磯關概劉」を寄稿して，船用機關について私見を述べ
て，次の2項を弧調した．

1：ディーゼル駿關ば大型低速機關渥は，低質油を利
991

用することが急務である．

2．蒸氣撰一ピンば，高温高睡蒸氣を採用して，自動

制悶l装置を備えるべきである．

その後雨者の活用が顯著になったことは，周知のよう

である．

昨年偶然14J000S,H.P･の蒸氣タービンの陸上試蓮鱒，

紫たはその直後開放された術謹を，日と所とをかえて，

蓼鰯する好機涯惠まれて，この方面の典型的な蕊圭を知

ることができた．

以来それが鵬舶腱艤装ざｵして後，主機としての性能を

どのよう腱發揮するかを，刮目して俟っていた．この程

その結果が，志イラ効率を入れて，’軸馬力富り毎時
2459の撚料消費量であったとのことを傳聞して，心温
る思いをしたことであった

：ヂイゼヨル磯關に一般に用いる燃料油の債帯は；領イ
ラ用燃料油の1.4倍の置である主要港が世界主要港中の
．大半であるから，この消費量を1,4で割ると↑1759にな
為．これは後記のようにｸ理低速ヂィーゼル機關の燃料
消費量と一致することになって，燃料消費償格では，こ
の種蒸氣タービンは，ヂィーゼル機關と比べて，遜色が
なくなる．従っ･ざ主機自瞳の製造侭格および保繕費等を
考慮すると，蒸氣荻一ピンの方が有利渡なる.また陸上
ではボイラ効率が”％以上を維持している火力護電所
も，多く見受けらｵしるので，この消溌を下廻ることもあ
り得ることであって，蒸氣タービンの將來は益垂有利で，
ある‘従ってこれと對抗するためには，ヂィーゼル機關
では低質油を有効適切に利用し，また後記のように過給
機を#棚することを憩いらｵしること雁なる．
この蒸氣ダーピン中，石川島重工業株式會趾壱製造さ
れたものは1使用蒸氣の嘩力40kg/cm2,温度は440oC
であって，三菱造§縦式會耐fで製逵された墜力6Skg/
Cm21温度480oCの蒸氣タービン腱比べて，墜力も温
度も低いが，今日でiま標準のものである。そして購造上
でも種奄改良が加えられて，前記の好成蹟を翠げたよう
であるが，本誌第25巻第'2號渥詳細發表さｵしているの
で，重襖の煩を避けることとする，川崎重工業株式會牡
製のものは，熔接を極度腱利用して，2段減速装置の第
2段大歯車まで，悉く熔接腱よるという徹底振りで勤､っ。
て，重量も從来の鋳鐵または鋳鋼を用いたものより，相
當輕減し得たようである．三菱造船株式曹斌製ば，石川
島重工業株式會祉製のものと大同小異であると見受け
た．

’
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これと併用のボイラ･は，執も2胴立型Wagnerボイ

ラであって，自動制御装置を備えていた．能率を茜>げ，

人手を節約するにば，當然かくあるべきであ鳥．

將來重量の輕減と，高温高睡蒸氣の利用が，必然の勢

に熊ると，今日勝用として重要されている自然循環ポィ．

ラも，握制循環ボイラや貫流ボイラ窪，その席を讓らガュ

ぱならない時期が来るかも知れない．取扱者側ではその

時迄備えて，給水虚理のことについて充分の研究を重ね

て諸く必要がある．技術の未熟から，種玲の故障を惹起

し乞徽，折角の好機を逸する怖がある

ヂィーゼル機關では，低質油の燃嶢をよくするために，

助燃割を併用すぉ傾向にある．これにほ次の3種があっ
て，

1發火桂をよくして，セダン債を高くす為のと同様

の効果をあげるもの．

2‘鯛媒作用をして螺曉を助けるもの．
3．油津を分散して，燃曉を談善し，童た固形物の残
存を阻止して，油コシの詰ることを坊正し『シリ．
ンダの磨耗淀減ずるもの．

各鳧特色毒もっているが，これを用いたヂイーゼル機關
で，ビスI､ンの頂部を焼損した例もあった．その使用量
は燃料の1/2,000程度が多く，極めて少量であり，その
量の過否，職射角をどのように適合させ為べきか等，こ
れを採用する上に瀧詣研究の餘地があるようで為為．
將來助撚剤製造者とヂィーーゼル機關取扱者とが，一鎧
になって協同研究すること腱なれば，その効果を今周以
上にあげ得:ることも可能と思うつれる
ディーゼル機關全般に亘って，過給機の併用が急速に
普及しているが，これ涯懲次の2種類がある．
1．Sulzerヂーゼル機關のよう厘機關蝉よって騒

動される往復動邊風機壷たはルーツ邊風機等
でウ室氣を墜縮してシリンダ内に座入する．
2.Bdchi過給機のよう腱,機關の排氣でカスターピ
ンを躍動し，これに直結した邊風機まこ憾塞氣睦
縮磯で室氣を座縮して，シリンダ内に唾入する
後者億過給機とヂイーゼル機關とが，別個になって構
遼が簡軍腱なり，機關の排氣のエネルギを回牧して有効
に利用‘す為ので，ディーゼル機關の効率も堀すので，一
般lここの方法が多く採用きれるようである．
4サイクル溌關壱は：容易にこ#しが装備できjるので，
寵の方面腱は旗く活用されてい為が，2サイクル機關で
は．排氣と過給氣とが決髭的に同時腫行つれる時期があ･
って，遁當に排氣を遮断ｻー 為必要があり4サイクル犠
關より樵造が複雑になるこｵしについて催本誌第26港
鍵3號に概説されてぃ湯ので，それを参照されたい．

過給機の併用によって，最高墜力も増加するが，それ

仁よる應力の増加ば安全應力丙にあり，平均墜力の塀加

は低質油の燃焼に好都合であるまた有効zF均延力の増

加は》シリンダ當りの出力を増して，機關重量を輕城す

ることにな為．

商船涯装備したカスダービンば，英國船"Auris''が

最初であって，從來備付けの4基の發電用ヂィーゼル機

關中の1基を，これに替えたものである.これの就航後

の蜜績の1部が，EngineeringNov.141952に報告さ

れているが，それによ為とその出力億全禮の出力の％以

上であって，從來のどのヂィーーピル機關よりも多い．ま

たカスターピン単濁で，北大西洋を經て北米に達し，そ

の間なんらの支障もなく，その信頼魅を認めるに充分瀧

好成績をあげ得たとのことである．

陸上でば密閉式カスタービンが發逹して，動力用氣鰡
はタービンと墜縮機との一連の装置内に密封されて，燃

焼室で加熱され，その熱エネルギをタービン内で機減
的仕事に鍵えあ方式であおので，如何なjる燃料も利用･音
きる特色があるが全装置が膨犬になって鴎積重鐘が大
いである峡黙があって，この形式ば商船には不向きであ
る．

(fAuris''に艤装のカスダービンば,BritishThom-

son-HoustonCo.Ltd・製の開放式力易タービン､であっ
て,l副示のように燃料油ほ燃焼室で燃焼して燃僥ガスと
濁り，燃焼室の空冷作用をする塞氣と混合して,627oC

の温度にたって，高低嘩用荻一ピン内に入って順次磯賊
的仕事をして，388ｺCの温度で熱交換器に入る・拳氣は
高座タービンに直結きれた室氣嘩縮機で唾縮され熱菱
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換器で加熱されて300oCの温鹿になって燃焼室に入

るこのようにして燃焼カスが直接タービン蕊等に鐵聞

す為ので，燃澆室で完全に燃焼して，不燃饒物ができて

タービン翼等を汚損し，能率を低下することがないこと

が望ましいので，今のところ良質油を使用している．目

下低質汕の活用について各方面で賞験研究しているの

で，近き將來に話いてばこれの使用も可能であろう．こ

の形式は輕快であるが，一般に燃料に制限される不利が

お妬本邦でも近くこれを装備､する氣運にあって，その

結果を多方面から注目されている．

船用主機の新しい方面の情況はこのようであって，こ

れ詮重量について比較う~あと単位をkg/B,H・P。とし
て次のようである．

大型低速ヂイーゼル機關60

高速ヂィーゼル機關10

蒸氣タービン装置30

カスグーピン装置15

ヂィーゼル機關崎熾給機詮併用すると，重量および長
さ詮30％節約できるとのことであるから，大型低調幾

關も約40kg/B.H.P.にな､って，蒸氣タービン装置に接
近する.ここに掲げたカスタービンの重量は造船協會
誌籠295號に記載の石川島重工業味式曾趾置計霊の30"

快速艇用のものを1湾載したことをお断りする．

燃料消費について比較すると，単位をg/B，H'P.hr､と

して次のようである．

大型侭亜ヂイーゼル溌關175

高速ヂイーゼル機關220

蒸氣顔一ピン装置．245
カスターピン装置215

ヂィーゼル機關に過給機を採用すると，約20％の燃料
節約ができ為とのことであって,大型低灘識關でも1409
/B{H.P,h鷲まで低下し得為時期があると豫想きれる.普
通の過給機では平均有効墜力が10kg/cm2程度であ為
が,MA.N.牡では，過給機離力3kg/cmg,zF均有効睡
Xl20kg/cm2の超高過給機について麓敷して，己胆こ
の域に達したとも傳えられている．

主機が往復動から回鱒式に漸次移向しているように，
補賎もまた往復動から回鱒式に二，低速から高速へ，重量
の軽い取扱い容易な方へと移りつつある．

將來の贈用機關を識測することは困難であ為が，過去
の推移から見て，高越小型高性能の方向に進むことは間
違いなかろぅと思われるが,辮月機械の重遥が餘り減少
す為と，船1ｮ禮の重心が高くなって，動揺し易くなり，
かって艦艇で事故を起したように，少しく苛酷な観縦童
すると唾覆すろ怖がある．從って上層部に輕合金宕用い

て重心を下げる等》船禮もこれWご伴って適営に敵良する

か，機關の重量を一定限度に止めて，後はその性能の欧

善Iこ一意専念するかの敦れかを選ばねばならない時期が

來ることが期待きれる．

原子力の應用は，種奄の方面から橡討されていて，そ

の寳現ほ餘り遠くないようであるが，現状では原子雄

で’適當の金馬等の媒禮を蒸發して，これで水を加熱し

て蒸氣を發生し，蒸氣タービンに矛堀して，熱エネルギ

を磯城的仕事に鍵える計謹のようであって，餘り飛躍し

た機械を考案しているようではない‐

これをもって見ても’蒸氣タービンとガスターピンと

は’近い將來においてその跡を絶つものとは思卦つれな
い．このガスターピンがヂィーゼル溌關に運ｵして，工業

的iこ賞用されるようになったのは，低性能の窒氣墜縮機

に相當の仕事を消費するためであって，この消長がカヱ
タービンの運命を左右することば周知の通りである．こ

れには筌氣墜縮機自禮の改良と,ヂィーゼル機關と過給
機との位置をかえて，前者をカスターピン用燃焼カスの
發生機まで押し縮める方法とが考えられる.後者の1例
としてば,freepiStondieselengineが工夫された程
であって，麓現性は乏しくばないであろう．
舶用機關は熱磯關であおから’媒燈である蒸氣またば
カスの初温度を高めればCarnotが20歳に浦たない若
き日に指摘したように，その効率は良くなるが，それに
はこの媒繼に接鯛する金鬮材料が，この温度に鮨いて充
分應力蝉堪え為必要があり商船では經濟上採算がとれ
なければならないから，低廉であ､って，長く使用に耐え
ねばならないこともある．現在この方面でば冶金學者
を始め，この道の人々が，この條件を満足する金鬮材料
の製産に|ﾖ筏苦心されているが，未だ滿足な結果が得ら
れないようであり‘それを加工する方法も種々 の故障
に職されていて，熱機關の發逹にとって大きな院路を
なしているようである‘

毛利元就が3児に與えた訓憾，この方面にも営て嵌る
ようであって，機械設計製作者と，冶金家と，機械取扱
者とが,3位1隈となって精進し‘この難關を打開する
方法を研究せねば，究極の目的左達成することば不可能
ではないかと恩わｵしる彼岸ば髻髭として目前にある．、
3者の協力を希求して止まない次第である．

× × ×
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與名丸型タービン船の機關装置 岡本貞雄
名古屋造船株式含趾遥媛部次長

について
曲
げ
Ｉ

1 ．緒雪､

刻下海運市況不振の秋經濟船の研究は緊要の問題で
L

為る．運航費が最も經濟的な粥とは，航路，用途等を含

めた技術的條件と共に，建造時の諸經濟事情によって，

その計霞を定められることは，言を俟たない．

名古屋造硲株式會赴で，昨年建遥した興名丸型2隻

:獄，全長136.5米，航海速力13.25節の不定期貨物勝で，

一風建った磯關室を持っている，すなわち，主機は走絡

出力4000軸馬力複筒2段減速装置付衝動タービン1基》

主罐は重油專焼，､3胴式水管罐2基で，使用墜力25砿，

毎平方鯉，温度380度であるが，譜償および保股等と關
連して，發電機は50KVA2基とし從って推進補磯
以外は．ほとんど往復動補機を採用した．更に標準3號

型圓潅1基を副軽として装備し，航海中も黙火して，主

･給水の補給に供する特別の考案をした．

本飴就航後1ヶ年の成績はし燃料消費の謡において，
,いわゆる電化された機關室を有する他のタービン船と比
較して，むしろ秀れていることが萱證された．以下本搬
機關室の計遥織要を略述するが，主蒸氣状態の撰走，更
に大きくは．グーごンとヂーゼルとの損失は，ここには

鋼がない．

2．捕機型式の撰定

主蒸氣状態は機關室の熱効率を支配する最も大きな要
因であるが，一癖25唾380度とし，更に後述する副灌

,装備と關連して，補磯の型式を撰ぶこととする．
概して高温高唾黛氣を使用するタービン船で抵，補機
を旋轌化し，從って大容量の發電機を装備するのが一般
の傾向であるが，船の種類，主機の出力等に應じて，機
關室の床面積あるいは全容積は勿論であるが，更に船償
との關速，各補磯の効率航海中の使用率および修理取
扱いの難易によって，その型式を撰ぶ必要がある．
まず船債との開連乞あぁが，船の運航蓋を決遁的腱左．
右す為儲償の構成において，補磯の償格は如何ほどの割
合を占めるであろうか？勿論蓮濫當時の經濟備況，あ
るいは建造所の内容によって相異はあ為が，本船の場
合甲板磯城および電氣部品を含め次縦關装置の總償格
が，建遥刷領中で占める害姶は，汽動繍磯童主とする場
合，約28％であり，更腱甲板機瀧含めた補機器が機關
装置侭格（この際は電氣部を除く）の中で占める割合
#ま，補磯左非寵化の場合20％前後である‘本船で磯關

室補磯を，可能な範園で往復動汽磯を使用する場合iこ比
較して，全電化すれば,補機總侭格は90%墹加し，更:ご

甲板磯城を電化すれば，機關装置の總額は，揚貨機1蕊
當り1,9％の増加となる．

次に補隣効率および航海中の使用率との關連であ為
が,主蒸燕肖費量に對し,補蒸氣消費量の割合は､船の
種類主機出力使用蒸氣状態各擬器の型式および配
管の良否により大巾に鍵る．本船では無燦吹器，燃油加
熱，その他汽笛，暖房，風呂，厨房用のいわゆる雑剛蒸
氣を含めて，主蒸氣消費量の25％ないし50％に達す
る．これで到るように，航海中常時使用される袖|鍵は，
船の燃料消費量に重大な影響をおよぼす故に特に容量
の大きい補機の型式は、高効率の型式を採用すべきであ
る．なおこれらの補撲に往腫動汽儀を使えば，外形が大
きくなって，機關室の淡さ澤も影響を與えることとな
る‘．

最後に修理，取扱いの黙であるが，往復動汽機は一般
に，施簿賎械に比し，容債が大きくなり，騨耗部分多
く，從固て取扱繁雑，修理萱増加の短所があるが，他面
涯おいて従来一般船員，工員庭習熟されており，更渥構
造的にも脂内修理，沖修理廷都合が良L､。なお一般に容
易かつ安償に入手出来，かつはその種類’大きさによっ
ては効率も旋鱒磯賊に劣らない故に’一部に往慶動汽磯
を撰ぶのは合理的であるといえよう．特に副潅を有寸る
本船では，往復動汽機の撰走範園を大布に擴張してよ
し、．

’

｡

１
１
１

上述の考察と排氣庭理の問題を考慮して決定した脊捕
機の要目は，第1表に示す通りであるが以下簡単に読明
する．

イ．主給水ポンプ｡および選水ポンプは航海や常時轌陣
を要し，それぞれ55,92軸馬力と相當大馬力を要するた
め，タービン騒動として主罐から蒸気を供給する．水馬
力富り毎時蒸氣消費率はそれぞれ，28‘5および26.5とな
り，往復動汽機よりかなり小さい.主給水ポンプは，主
罐の給水自働調整上よりも’施陣式の方力好ましく，ま
た邊水鍜ンﾌ・は軸流型を採用すれば'機開室配置上から
も，往復動汽機は問題にならぬといえよう。

ロ・發電機の肴鐙は，他の詞職の型式および容量と開
運して，換言すれば機開室をどの程度電化するかによっ
て決るが，本硲でば甲板嬢ば汽動で＆前記鐘給水鮨よび
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部第1表機 關 要 目

式|全衝動式二段減速装置付蒸鑪タービン』基主 型

定
絡

１
１
１

4,000 最

100.3大

後
遙

１
１
１ ’

軸馬力｜錘｜

主軸回卿蟻|濟’
“00

103．5

3,400
J

95

2,400

84．6
機

’蒸氣條件i睦力23kg/cm2g．温慶3釦｡C械

菫|型 式’3胴式舶用水管式汽罐（油焚）2蕊

ｍ
ｍ
ｍ

ｍ
ｍ
ｍ

割
肌
釘

０
８
６

４
《
．
３
大
小

胴
胴
汽
水

与
ご長 汽胴控』,350mm水胴径』'M"法可一

亜F－

f，

空鐡諜熱器148m2
｡■

燃焼室容積27In3

蒸發管292m2

緩熱器9m2

。
】
⑨
“

ｍ
ｍ
ｎ
拒
管
器
熱
炭
過
節

|受熱面積
｜（1縦分）

’鑑|唾力およぶ温震 唾力（汽胴)2Skg/cm2.温度（過熱器出口)380｡C・給水110｡C

乾燃室付標準3號圓罐1基

胴經"00mm長さ2,300mm燃焼室容積10.3ms

傳熱管209.3nz2空氣豫熱器mnz2

朧力10kg/cmgg@混鹿飽和，総水湿度110oC

補
汽
罐

熱
・
お力

型
寸
受
唾

式
法
積
鹿混

面

よび

難
下垂2流表面冷却式I篝

500m2復水器上部眞空715mmHg(經濟出力時海水湛鹿27｡C)

式

却面穣

雪響婁達辮議語意鯛鯛嘉鱗簔圃睡：
識|数1型 |藤|回韓敷|電忍楓式｜容 愚名 赫

發侭機械

碇泊用壷電機械

循環水ポンプ・

｜
ポ

ーピノレ

鍵 50KVA230VA.C.

15KVA230VAoC.

2,000ms/h×7.5m

8’533q
一 ノ2

1

稚
鋤
薮

一
ヂ
軸

レノ

タ
や
源キニャ

サ

型
４
一

|i：
ターピン

92SHP

タービン

54.5SHP

10

10,1蝿I ノ流

主総ホポンフ．

復水ポンう°

副給水ポンプ、

潤滑油ポンプ・

清水ポンう°
サニタリーポンプ・
ピルヂ韻ンフ･
ビルヂ乗パラストポンフ・

雑用水ポンう°
迭風機械
補助維用迭胤機
機鮒室通風機

重油移暹ポンプ・
重油噴燃鑑ンフ。

２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
２
１
２

23m3/h×320m

23ms/h×30m

13ms/h×14m

100ms/h×30nl

5m3/h×30m

IOm3/h×30m

35m3/h×25m

200m3/h×20nn

100/60ml/h×35/60m

OOma/minx100mmAq

150ms/min×60InmAq

200msｿm1n×30mmAq

_35nf/h×301n

3mi'/h×140m

1.8m3/h×10m
玖0〃×20〃

34‘O〃×15〃

1,000!/h

ターボ．ターピ

砥動．渦

竪．ウェャ一

・〃

横．ウォーシント

〃

竪．ウォーシント
〃

〃

汽動．シロッ

礎動・軸流，外装

〃，内装

竪，ウォーシント

堅．ウニヤー

ン
巻
ス

’
９
９
９
ゞ
・
９
９
．
９
９
９

室’

｜

’ゞ
’

｜
I

I
ン

〆

C

５
コ
式
式
ン
ス
’

繍
う
３

９
９

，1蒸化器用ポンプ°
〃

樋 縁
３

１電動ド

DU

式
型

｜
ラ潤滑油清淨機

蕊能エ．‐作機

１
１

ﾉfルJ

S ’’
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■

■

■

ｑ

Ｉ

‐

ｒ

‐

言

1

ｑ
１
ｄ

中間冷却器付空氣抽出器

補助復水器

給水加，熱器

33kg/h

CS｡75mg

1二段

I 機型．大氣腰

1：表面加熱

式
式
式
式
式
式
式

機

龍‘蕊:豊及機各1菫一，｡■J凸′司一げ一・・Jい､『･価5一守■～可ゴー．ごQ”

潤滑油冷却器2竪型表面冷却

補蒸化 器2竪型ウニヤース

蒸溜器1機．表面冷却

鍵|重識加熱器2竪表面加熱

》
》
》
》

Ｃ
風
。
塵

ｓ
ｓ
ｓ
ｓ

甲

由

Ｄ
Ｄ
ｊ
ｊ
■
ｑ

鉦
鉦
３
３

’ゆ ’
１
１ ’

遙水ポンプ．をタービン駆動とすれば40KWで足りる．

一應往復動聯成汽磯が考えられるが，振動，外形および

機關室配置の黙よりタービン躍動とし，碇泊中の使用を
も考慮して禰功蒸氣を導き,蒸燕臺唾力10斑,背唾ユ畦

として計壷した．蒸氣淌舞率は毎時毎キロワット當り

38ユ狂とかなり高い数字となった，他に碇泊用と･して

15KVAヂーゼル發電機1基を追加輯篇したが,むしろ

主發電機をヂーゼル瞬動とすれば，碇泊用發電機は不要

となり，併ぜて建造費垢よび燃料消費量は更に減じる･で

あろう．

ハ．その他の推進補機は童ず旋轄型が考えられるが，

小型タービンは，低効率で償格も割高となり，排氣の虚

理も問題となる．他方發電機の容量および副職の矛胴を

考慮して，潤滑油ポンプおよび罐用逵風機は》燃油ポン

プ°諸よび補助給水誤ンﾌﾟと共に，往復動汽機とした．潤

滑油ポンプ。1蕊を主機躯動とする案は据付面積詣よび燃

料消識の鮎で禾畷があぁが，取扱いの面と併せて研究の

餘地があ為、冨朧用遥風機復氷ポンプば所要馬力が僅

少で機開室面積の都合もあって電動とし，その他の一般

補機は通風機,油清淨機等，止むを得ないものを除い

て，往復動汽賎とした．

上記本計霊と，航悔中主罐のみを常時使用し，發電機

臓主罐より蒸氣を供給し，補機を釜電化した勝を比較し

て，燃料消費量，機關室熱効率を概算すると，第2表の

通りになり，一壷夜當り重油消費量で1.68庇,熱効率で

0,87％のハンディｷｬｯﾌ゚ とな為が,.鵬償の減額が,運航

費を-I-分に侭える．

3．副耀装備の問題

本船は型巾17.8米で，副罐は主罐2蕊の中間に一列

に並べて装備出来るから，副罐のために罐室を擴げる問

題は起らない．主機に比較的高温高座蒸氣を使用し’補

機に往復動汽機を大巾に採用‘した本計霊で，副職を併置

する利黙は次の諸黙が考えら証ろ

イ｡碇泊時の使用

當然のことながら，荷役中ほ副繊のみを焚火す馬か

ら，主罐の掃除手入が充分庭行われ為利鮎が非常に大き

い．同時に荷役中の補助蒸氣の消溌量ほ，毎時5.740冠

に達し，荷役時の燃料消費量ほ輕覗出来ぬ意味からも，

副罐の利黙が零げられ:る・綏熱器も使ぅつたいから，甲板
機械の材質の不安もない2つけである

ロ．機關装置熱効率の上昇

一般に鵬の往復動汽擬には，墜力10庇以下の〆和蒸
氣を使用するのが慣習であり，また種ﾉﾐfの鮎で好都合で
あるが，この際高温高座の主蒸氣を綴熱し‘更に減唾し
て使用すれば，熱力學的にも’また装置鱸よび取扱いの

上からも不都合な結果になることは明らかである、勿論
扇腱，基を装備する場合．緩熱，減睡装置ば非常用とし

て装置するのは當然として,本船でこれらを使って補蒸
氣を使用する場合と，副職から直接，捕蒸氣を供給す為

場合の熱効率を比較すると，次の通りとなる．

副礎を使用する場合16.00％

副罐を使用しない場合14.95％

差1‘05％
一方本騰は主聴2基，副腱1基で，重油專焼であるか

〆

第2表本計蜜案と箔 化案の熱効率比鮫
一一

｜’繊懲ば副織謹…溌織|識｡…嘩樋繩菫縦謁
化

31,88

45.90

28.5

16.18

重油消喪量｜
補機蒸氣消賓意／主機蒸氣消饗量’
鋪機蒸鏑消饗鍾/確蒸謹量l

熱効率’

麺姻
彩
％
％

配 30.20

32.90

24.80

17，05
－－－一一
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第 3表熱 算計

i

副

航 海 時｜海上試迩聴時
頚 目I車位 碇泊時

熾使鯛|副縦使用蓮ず|定格|最大
蒸氣消菱溌

蒸氣消菱量

用蒸氣消費量

計

熱蒸無合計

和蒸氣合計

給水その他

ｈ副
〃
〃
〃
〃
〃
〃

ｋ 12>300

5,325

690

18)315

14j310

3’405
490

12,300

5,025

690

18,015

I"90

3,025
490

14,600

零00

260

1”60

16.500
J

1,960

260

16)300

4,623

280

21)203

18)500

2》103

280

主
補
雑

“知

450

6,490

6,490

280

過
飽
捕

菫7,1558,707
"/1縦 副3j405

l

i
9,2501

2;'03|
０
０
鰯
舞
８
１

一

6,490
縦蒸謹遼

ｒ
■
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
８
１
１
１

１
１
１

46‘5

3．62

1．68

5.30

10,000

補機及雑用蒸嫡/主蒸氣量

主蒸錨鐘／主機出力

袖機及雑用／主機出力

全蒸鎮消費量／主機出力

燃料謹熱量

％

kg/SHP/h

〃

〃

kcal/k9

48．9

3．62

1｡77

5．39

10,000

30，6

3．65

1.115

4.765

10,000

28，4

3』70

1．05

4.75

10,000 10,000’
3β6.013露う|3･580lkg/SHP/h 3.95.5 ー

’1.109
”

235‘6

Ij312
一

主
副

1ｺ280

13昼.5

1,431

145.5

－

499
kg/h

燃料消変量

30.71

乳2石’
31.5

一

34.ラ

3.50

６
５
．
β
２
５

主
副

一

10.80
T/Day

１
１

ヘ
ヨ
０

８
８縦 効率 ’

主
副ｉ

83.5

80

8484

80 80％

I

｜’’
2.135

0.648

諺
蛎
３
６
Ｑ
▲

２
０

2．190

一

i､845

1.125 ’

－

238

主

副
燃 焼 "|kg/mh

補機排氣の虚理方法としてば，油分混入の恐れの少な
いタービン補撚|鋪ほ，密閉給水系統腿導き，油分の混
入した甲板補磯を含めた往復動汽機の排氣ほ，開放給水
系統中に入れ為．密閉排氣量は，本船では毎時約1．000
旺匡制限されたので，鋲一ピン補磯の排氣量が多過ぎる
と，その腫理方法が困難になることは，前項に鯛れた通
りである．

往復動捕磯は，立前として副曜から蒸氣を採為が，特
に護電機用タービンは，碇泊時も使fflす為關係上’副罐
蒸氣を使用し，蒸溜氷櫓に入れるかく‘す昂ことによっ
て，蒸溜氷鱒丙の水避は次第に増加し流水した時副朧
を休止して，主罐のみで航走する．この状態では，蒸化
器の使用ば不要となる故に，熱効率ば當然最高となり，

16.35％となる．‘但し蒸溜永贈の容量に限度があ潟ので，

一定期間，本船の場合億4ないし5日間毎に，副罐を間

鰍酌腫使用するのが立前で滋､I)､童た最も經濟的な航走

ら，航海中副職を使用しても，特に當直機關員を聡員す

為要もなく，更に綏熱器，減歴装置の使用手入を省き得
為利便からいっても，ここに副罐装術の利黙がある’
ハ‘給水の關係

次項に詳述するが，本船の主罐は，その性能上當然蒸

溜水を必要とし，この捕給用として副確が蒸化器の役目

を果すことが出来為．但し本船では，別に蒸化器2基左

備え主態のみで航走す為場合に，往復動補磯の排氣を

復氷して，これに給水して主給水を補給すると共に，海

水からの蒸溜“ド巷考慮していろ．

4熱計算

出力“00軸馬力蒸氣唾力25斑の水鴬鵬であ為か
ら必然的腱密閉給水を餘儀なくされる・第3表に熱計
算を，別圖にヒーI､バランス穀示す．以下これにつき若
干の補足識明を加える. ’

q9ワ



可~－－－‐‐－＝一ー 一一呂

一
。秒

■

、

一

998

h



申
一

凸

義⑲

（
式
’
㈹
皿
切
壷
。
』

山
。
夛
瞠
型
い
く
皿
め

国
司

－1

１
１
１
１

壁
帆

。。レェヨ緯1s諺ILL己

、、
ヨ時旧苫aLa割

c夕e･野達

L必、。。上10

０
０
脚

０
０
脚

蝿↑＠.三

岬
肋
、
切
一

一
心
八
一
シ
い
ｚ
聖
堂
壮
山
し
迂
山
エ
当
ぐ
《
旨
傷

。
伊
呼
“
⑩
嘩
叫
三
○
画
．
三
乏
謹
一
や
ぶ
一
・
．
法
○
室
山
５
迂
些
山
匡
山
二
つ
②

ゆ
ふ
的

薊！1零‘
己郵巴毎N1W1,.苫d郷田毎NL“心苫過

蕊凹
ト寸

訳．

０
０
０
寸
嚇

湛・･程湛・･程
寸

傭
⑱鯛目N夏夏

ご
ｚ
迂
一
堂
多
。
Ⅲ
》
己
Ｆ
帆
一
口
一
吟

↑
’

１
１

斗
一

エ
重
さ
際
叫
畔
唾
二
の
．
匪
幽
ま
。
－

」

石
口
・

１
‐
Ｉ
‐
‐
！
‐
１
１
１
‐
ｌ
‐
‐
‐
‘
」

》
Ｌ
‐
》
Ｉ
》
》

Ｉ

一

己
電

コ
コ
ロ
四
四
．
口
四
一

一 ざ
ｚ
く
い
堂
多
。
Ⅲ
ゴ
ョ
Ｆ
帆
冨

エ
重
さ
際
山
寺
唾
二
の
．
陸
画
室
○
コ

エ
重
さ
悟
山

･。a

区
、
ヱ

10

八漣
QoS1 健

掛
ぎ
つ
、
鑑
山
夢
霊
。
。

fi9I
匪
山
当
己
の
垂
一
く
室

峠
．
ａ
，
卜
毒
。
、
叫
之
一
心
室
凶

ン
。
雪
山
一
○
迂
挫
山
正
山
二
ｃ
画

聯ool

俵 ヱ
三
ト
企
ヱ
コ
切
望
Ｑ
Ｕ

Ｊ
－
。
Ｉ
諏
山
弓
吟

麹c巳

縁○

必c

○○
惣○惣○

○○ ~】10マヨ喝~】10マヨ喝

。
■
ｌ
・
ｒ
８
ｕ
ｆ
■
１
６
４
１
８
１
４
，
■
Ⅱ
！

g,.c魁.。
一一一一-一一一一~~一ー~~|＝ 琶

三
迂
卜
・
墓
。
叫
山
」

難
哉
…

ヨヨ

○○

面
毎
割

匡
山
』
。
●
江
・
夢
、
蝉
皿
匹

１
１

憩色I憩色I
の
）
、
鰯
ｑ
Ｈ
ｕ
Ⅷ
Ｈ
画
『
返
矼
山
ト
明

蝿)皇函さ蝿

|;|"r
‐

獲り｡
○

湯。っE

牽
昏
伽
刷
０
胸
高
ゼ
ニ
》
、
空

磯
冬
季
・
望
○
℃
』

琴
謬
Ｏ
Ｃ
Ｃ
寸
一
ｃ
陛
跨
画
工
唾
股
厨
９
曲
居
り
ハ
ゴ
喝
Ⅶ
閃

○ 霧
堂
守
塁
．
、
小
；

言
爵
§
一

一
・
’
’
’
’
’
１
．
１
ｑ
《
Ｉ
０
Ｉ
ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
勺
０
１
屯
’
１
，
．
１
．
－
．
。
■
■
幸
剖一

…
》
一

一一

1･

1

1

1爵
！§
｡一

宮

惨
誉
壁
す
、
卿
．
‐

■匙■匙

豆
厚
山
吟
紋
山
エ
ロ
三
口
Ｕ
叫
山
‐

洲
“
勾
口
ヨ
ヨ
湖
耐
‐

蚤
嗣
邸
寸
Ｕｌ
獣
田
島
卜

灌
訟
的
心
仔

胴
旬
岬
寸
咀 I一一一p■・－斗

１
１
I

○わgoと葛面
二
ｃ
ｍ

臺
蔓
川

妾 完oD1

二'七ムリ己
廻鴎.b壜

‘
一一一ユーーーーー■

999



。
Ｌ
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■

「

I
N
H

’
6

1
1
秒
jl

；
I
q
W

ド
児

i
H
N

N

且

1000



～

旧

ｄ

咀

倒

小

川

川

ｌ

・

・

号

・

■

凸

’

’｡

！
‐
Ⅲ
１
１

１
１

I
含●色

1001

！
」



1－

I

一一一妙ウーーｰｰ~‐竺一ヴッ一一一口凸I一色L-－

凹
め

筐⑬
１
１
Ｊ
矧
門
側
剰
馴
「
ｊ
到
討
副
Ｈ
Ｎ
コ
ョ
コ
倒
副
ｄ
Ｊ
ｌ
洲
。
。
Ｊ
叫
．
凶
，

山
Ｊ
Ｊ
Ｆ
帆
一
。 璽

室
翫
悼
山
切
と
当
仙
世
叫
蕊
ｑ
一

ｘ
塞
誕
Ｆ
ざ
雲
ａ
風
Ｊ
当
ト
辺
。

鯛NョO脚V脚人｡ ◎医』I O宅〃

悪 産イ

"oo!

･ロ海堂
as、可ヨコS1

一

聯｡号
SヨH'HIM

○

騒ﾛ･･わ

d脳n．』討祠Vg
○ 麗

山
的
王
山
心

●･壱

dい､ごヨタ7幅
○

臼ム

○ …耐曼昏

。。

，HIHどn

IOマヨ心 蓮
乏
癒
戸
葵
為
凸
山
側
仏

哩
幽
』
劃
正
壁
口
哩
山
蜂
６

異
恩

悼
．
一

÷ー

搦。!'雲
OS蚕

搦○ 句9．マヨ、

顧。s
湖⑰ヨヨ4

A司測NOO○

寵
Ｅ
ｒ
ｌ
Ｌ
ｒ

｜
《歴

儘
卜
咋
嶬
瞬
隅
Ｇ
Ｎ
Ｕ
⑲

燕
。
吋
＄
・
曽
一
》

｡’

ユO毎蘂。＃1
－■

塀。bわ9
匝
山
二
。
⑩

シ
睡
丞
室
。
□

‐ー

OSI

唾
山
斗
さ
①
ン
凹
型
刻
倒
。

僧
団
垂
剣
劇
閲

1”2

剛



１

１

１

１

■

Ⅱ

Ⅱ

日

Ⅱ

１

１

Ⅱ

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

１

Ⅱ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

’
墓
標
塞
一
雛
の
一
函
一
亀
“
茎
（
瀕
顎
錦
）

小
郡
淫
卜

曜
慰
巽
震
宴
蕊

けか

ぬ
い
四
園

○
ｍ
『
、

ｑ
、
ぬ
い

”
○
齢
、

、
。
い
い

い
い
。
ｍ

『
ｍ
胃
、

ｃ
唖
輌
、

『
、
齢
、

”
〔
い
ぬ

輯
【
○
守

口
や
『
ぬ

『
、
心
醜

雨
唾
寸
、

醗
寸
、
、

－

恥
“
壷
廻
、

Ｃ
“
い
、
耐

ぬ
争
鈍
い
、

唖
口
的
い
、

ロ
・
醍
寸
、

寸
・
Ｎ
や
ｍ

や
吋
守
、

喝
雨
、
、

奄
詞
、

竜
蜘
ｍ
ｍ

Ｄ
Ｃ
醐
蜘
ｍ

い
の
Ｇ
守
、

。
“
ぬ
幸
硫

鈍
早
町
寸
、

ロ
。
唖
函
、

罵
一

ｍ
的
醐
崗

守
口
、
【

峨
口
輌
胃

℃
。
ｗ
『

幸
い
醐
冒

＠
吋
醜
【

ａ
○
耐
｝

”
、
胃
一

口
、
醐
一

守
『
“
『

ト
垣
『
【

駕
胃

FW ト
”
鈍
］

百

m
胃

C Q小口Qm‐

扇扇扇計斜、爲斜

○
・
ｃ
ｍ

＠
。
⑳
副

い
ぶ
醐

○
◇
。
ｍ

い
ざ
、

ぬ
ぎ
、

い
“
①
因

ロ
。
ｍ
的

－

Pn

鐸繧慰聰§“
臼

めいC，①｡｡ 軌’C， αO、ロ、回 ふ ｡

職
難

○や
計

× × × × × × ×
’
○
’
９
．
｝

× ×× × ×
鹿

乳

○○ 加
一
志
ｓ

ｏ
目
司

心
的
一

○××○○
恥r－

~

g9･g
● ■

肖．一ー

●

○○○○××
◎

一一

唖
の
。
。

い
い
？
ロ

詞
ロ
ロ
『

“
。
□
声

雨
。
。
『

蜘
口
言

蜘
色
剖

g駅
一ご
■蕊棄窮鼠側

い
い
吟

岻
唖
ト

い
い
ト

い
い
い

い
函
卜

い
い
ト

、
い
い

“
脳
日
日

ぬ
い
酷

ぬ
い
齢

い
い
店

い
い
い

い
小
出

唖
ぬ
い

、
い
い

ぬ
い
卜廼螢輩瞳剥’

鼠
l
：
■

｡

而
雨 鳥 闇鳥鳥爵§

い
い
雨

、
ト
鄙

い
い
雨

い
い
鋼

い
↑
副

い
い
罰

【、

駒
い
ぃ
卸

’
。
。
蜘
副

。
。
蜘
醐

口
悶
醐

○
・
函
蜘

口
卓
圃
刷

ロ
●
醐
醐

ロ
・
悶
悶

Q 再

創劇 烏罵爲烏い$軸因い〕

Ｃ
や
酎
軸

、
劇
的
画

一
○
．
偶

倒閣
麗

黄龍
一
樗

寺ぬL八＄、、。トト､
‐‐仁．亡ン－‐ロ
~－弓一閂一一

岨
色
『

ｎ
つ
一

u，’八1A”
‐‐〔．－
－~一ー

“
。
『

“
Ｃ
一
一

鍵
－

。
。
℃
、

ロ
○
℃
、

○
○
ト
、

Ｃ
Ｑ
隈
、

。
。
齢
、

Ｃ
Ｑ
脾
、

こ
つ
犀
、

。
。
｛
、

口
○
ト
ｎ

ｏ
Ｑ
Ｆ
ｍ

ｐ
ｏ
ｍ
ｍ

○
つ
卜
、

ロ
ロ
ト
、

ロ
つ
吟
、

。
・
す
、

冒
臥
餌
割毒回

一
室
〔淵

い
。
ロ
臥

卜
ぎ
い

、
吋
甑

い
づ
軌

。
。
、
α

ト
雨
餌

ロ
バ
印

景 周鳶爵
｡いふq，

守
。
函
甑

ロ
、
醐
α

魂
急

寺
‘
一
か

一一盃③
言
冒

軸
．
『
『

ト
“
ｗ
一

f nm－哩嶢《、画寸.心蝿■■の

－冒醐“いI一目
胃一首一言一目

、

窒澱菌 c、1．c､】雨
■ 4■

ー ー－1

①
『
一

『
一

輪
“
《
ｏ

守
ぐ
〆
哨

鈍
謎
ｑ
ｏ

函
、
当
ぐ
。

、
ぐ
↑
喝

寺q守司司‘

剣qぐ
みノマノ剤
0○0

い、

-ｼ剣・÷q
OC

rn司寺

-÷ぐ一参割
○。

閏｜
,犀 I｡

い
『
鞘

い
『
◎

萱恒′画澱
膿墜

猿

寸
酎
Ｉ
寸
醐

守
嗣
ｌ
守
翻

一
呼
嗣
Ｉ
守
酎

Ｌ
罪
岾
呼
●
シ

ー
叩
‐
＃
引
ｑ
ｌ
剛
鯏
，
‐
‐
１
画
，
！
ｉ
‐
ｌ
ｉ
’
‐
，
‘
、
ｉ
’
‐
，
駅
！
ｒ
‐
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｎ
駅
ｉ
間
８
１
１
１

淵
⑤
錨

関
Ｊ
函

日
回

寸
刷
１
守
雨

閲
醐
Ｉ
寸
蜘

醐
輌
！
寸
酎

ｍ
ｍ
ｒ
幸
酎

刷
ｍ
ｌ
守
刷

壷

⑩
『
Ｉ
寸
函

開
Ｉ
高

ロ
ロ
１
守
斡

『
飼
Ｉ
守
“

ぬ
敏
’
や
園損に蛍塵鬮

一

｜
》
》

日日
自尽
”ぬ

陰.－
.輿'旨

協冨
ロム

｜･閂

、、 亀ミミ 塾縫、ミミ

ー
ロ
刷

一
α
言

奄、蕊墨

’
可~~訂一

ロ
、

℃
風

唖
醐 圏 閥

α
鯛

■

一
脚
凶

鯵
℃
・
瞬
副

叶 画画

10“



二一
_一~一－

画
ロ
■
ロ
１
１
１
１
１
１
Ｉ

＝

箒4表 綾類 似 船 弘
一 の 比

０
■
Ⅱ
Ⅱ
１
０
６
Ⅱ
９
．
４
４ ‐総-｜盛|本 "|B "lc"

ＣＯ

ｙ

醜
・
露
・
％
・
皿

抑
ｓ
伽

ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
則
’
１
１
１
，
０
１
‐
１
１
‐
刈
非
Ｌ

度
力
奉
鐘

溢
＃
。
：
・
・

ぴ

饗

一
鼻
・
出
勤
？
繕
』

一
お
一
睡
識
熱
演
一

一
氣
一
蒸

料

一
主
經
全
燃 ’

22×350､｜

’3600

15.g1
1

341 1
25×375

3和0

15.18

・31．8

30×400

4000

17〃

34．2

20×350

4300

17．4
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興名丸型庭おいて，副罐を装備して，補助磯城として一

部往直動汽機を有す:る機關室について述べた．内容，特

に數字に開しては種彙論議う-べき黙もあると思われる

が，これは當時の經濟事精や，建造所事情によって若干

の淵遠は止むを得ないと思う．要は,船の使用目岫に最
も適合した機開室の計蚕は,-f分研究すべき餘地が残存
することを憶い，拙文を綴って諸賢の御批判をお願いす

る次諺である，

本船建造に富ってば,日本商船會斌,日本郵船禽祗,浦

賀船渠有田次長および小野前名古屋澁船吐長の有力涯脚
指導と樹媛助に興ったことを附記して，感謝の意を表す

るものである．以上

第5表海上公試逓稽速力試験成績
－里

黄施蛎日｜
天候及び海上の妖態I

|昭和26"12月24H

i曇天,季穂

|“'制’粥|率豊蕊I吃 水

J
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";ITon
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●
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』
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帥，
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13.鵠

2120

86

』勢謡
4/4

15．6

3a30!4,ro

1051”‘

法であ為・航海中.の罐の切替は，危嶮繁雑の黙でその愛

行は當初大分危倶されたが，今日ではそれが単なる杷憂

であることが到った

航海中，なんらかの都合で，副罐を全然使用しない

で’主罐のみで航走する場合の熱効率は，前述した理由

により，14.95％に低下することは熱流線岡に示す通り

である．この場合，往復動汽磯の排氣虚理が最も問題と

な為が，一度臓器で油分を減過し，更にこれを蒸化器内

で蒸發せしめ,二重鱈油分を除去して後仁,主給水系統
に補給する．給水購器を特に効果的に設計すれば，油分

の混入に對して十分安全である．

全般的蝉注目される鮎は，主蒸氣消費量に對して，補

助蕪鋪肯費量が比較的多い識であるがこれは補渡器の
蒸氣消斐率を就航後の賛績を考慮して十分に餘釉をとっ

た黙と共に，主蒸氣状態が比較的高温高座である鮎に留

意すべきであり，また低延小型往復動汽磯の蒸氣消費率
が比較的多いことは避けられない事迩である．特涯減皆
では工程上，發電機用ター淫ンの瞳力を10畦とした關

係上，消黄率が毎キ画ワット毎時38畦となった黙も,幾
分影響している、

第4,5,6表に類似船との比較，海上公試運鱒成績お主
び航海震蹟を示す。

5．結言

．比較的高温高座の出力“00軸馬力のタービン貨物船

ー

〕
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について

の自動燃焼制御 寺野濤郎
逗研・砿舶機關部

ラ

目であるが，このほか漣蒸氣流量の橡出を行う場合もあ

る．これらの繊出量の愛化に鱈じて調節す．る部分ば，燃

料加減弁。入口ダンパー（または躯墜遥風機の回鍵數）

話よび出口ダンパー（または誘弓腫風機の回鱒數}の3項

目である．

この猿出量と調節部との組合せ方法ほ製作所に．よって

異り非常に多くの種類があるが，大別すると位置動作式

制御と測定式制御と庭分れる。前者は第1隠嬉示すよう

1．緒言

猿イチの目動燃鏡制御（以下これをA.C､C.と呼ぶ）

鐡陸iﾕではかなり古くから費用になっているが，商船用

としては比較的新しく今次大戦中米國で始めて採用さ

れ，好成続を上げたので，その後は競ってA,C.C,を

用い，現在ではこれらを持たぬ方が例外的となった.

わが國歪は戦前は石炎手焚の丸ボイラの船が多かった

ことと，船舶補機の自動化に對する認識のﾃi堤からA.

C.C.は全く顧みられなか‘つた．鞠愛重油燃焼の高性能

水管雛イラが採用されるよう踵なり，また外國への鐵出

勝渥A.C.C.の装備を要求されるの涯刺戦されて‘-本年

3月にはｵっが閏建造の初のA.C.C.麹荷船として飯野．

赫亜の祓邦丸岡認生し，以後A.C.C.探用の傾向が握

すりつつある．

A.C､C･の目的は勢力と燃料の節減が主であるが，附

辨的な利謡として煤煙の發生防止や嘘の壽命延長などが

あげられる．しかし現在の段階では人員の減少というよ

りもむしろ機關部員が雑務から解放されてパーブーーの

調節など燃焼効率を向上させる仕事に全力を注げる結
果，燃料淌費が減少する効果の方がはるかに大きいとい
オフれている．、

舶用のA､C_C,として特踵要求されることはまず作動
の雌雷巌'こと罎狹い船内で一旦故障を起せば，修理は

極めて困難であるから，信頼性の高いものでなければ定
ら耐い次にできるだけ小型でスペースを取らないこ

と，振励や動縮により鑑騨されぬこと，高温産｡･高熱崖

延耐えること，手動迄簡軍廷切替えられることなどであ
る．・

2．制御の方式

AC.C.の動作は次の3つの基礎的動作よりなる…W
’）蒸氣嘩力の鍵動迄應じて燃料を加減し’睡力を常
&二一定涯保持する．

2）燃料と塞氣と.の比率を最高燃焼効率が得られるよ．、
5に保つ．

3）城丙墜を大剰延より建かに低く維持する。
舶用ボイラ,は比較的氣密がよいの‘霞この(3)･の動作・
はそれ瞭馳要ではない。 ．、

以上の3つの動作を行うため淫検出すべき量は，蒸氣
醗力・燃料供給量。逵風量。室氣過剰率。蝋丙嘩の5項

－〆｜燃溌加減弁！
|蒸気塵力｜〈－

、<｜入口ダンパー’４
１

第1圏位置動作式制御

に検出量は蒸氣墜力だけで，これ腱よって燃料加減弁と
入口ダ.ン（.－（または魑墜邊風機の回鱒數）とを豫め設

定した割合で同時庭調節する方式である．とｵlﾉは動作が

簡単で確資であるが，燃料と室氣の比率を常に正しい値
lこするためには，蕊めﾀ･シパー角度と邊風量との關係お

よび燃料加減弁のリフトと燃料供給量との關係を各ボイ
ラ毎腱實測しておき，ガム装置を用いて雨者塗結合する
ことが必要である．調節可龍のカムを用い狂ぱこの設定
はそれぽど困難なく震施できるから，比蜘§小型で擾凱
の少い舶用ボイラに.は好適であろう.

この讓備測定が困難な場合ほ後者の測定式制御詮蹄い
なければならない．これは第2固り迄示すよう涯邊風量や
燃料供給量はそれぞれ濁立した制御器庭より一定に保持
きれて鎧り，その設定値を蒸氣唾ガの鍵動庭繧じて調節
する方式である．この方法迄よれば弁や〆ンパーの特性
曲線の形状にかかわらず燃料と筌氣の比率を一定にでき
る．また燃料ポンプや遥風機の回“鍵化の影響も受け

|燃料供騎鍾1－|蔑是1--→|燃料加識弁1
1．－1

|蒸蕊砿ヵ'－
1－

便貫司一｢忍当函一裡竺室
↑

|塞鱸過剰率'一一
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1
、ンチングを起ないから燃饒効率の維持が容易であるなｵ5塞氣過剰卒

を捻出して邊風量を再調節するよう･にしたものもある．

なり』

す．

Ｂ
軍
医

１
１

積分動作臓椎出量に
3制御装置

制御装置を傳達方式によって分類すると汕墜式・室氣
式・電氣式の3つ涯分れる.舵用としては現在の所,塞

氣式が最も多く用いられている．
油墜式ほ機出した被制御量の鑿化をパイロッI､弁また
は噴射管の鍵位渥鍵え,これ腫よってサーポシリンダへ
の溌力油の流入方向詮切替え弁やダンパーを動かす．空
氣式もこれとほぼ同様であるが,この場合はパイロツ1，
弁涯よって墜縮塞氣の大氣逃出量を加減す為ことによっ
て出口側の室氣座を鋭敏に調節し，この空氣唾の鍵化を
ダ部ヤフラュ弁またはサーボシリンダの管制弁渥傳え
る．電氣式の制御装置は非常漣多くの方式があり一概に
述べ難いが，検出量の愛化によってサーボ電動農のエイ
ッチを開閉し電動磯の鍵位な機械的またば電氣的に復原
させる方式と，最近發達した小型サー韻モーターと各種
機賊的,寵氣的増幅器を組合せた方式とがある“
油墜式ほ作動が確資でかつ張力であるが，その反面大
型・高値腫なりがちで，油の漏洩や汚損などの鋏黙があ
る．また垂直方向の博達距離にも制限があ愚．筌氣式は
比較的小型で漏洩も餘り問題にならず，傳逹命令の加減
算や微分。積分などの複雑な動作が簡単渥行えるので
A､CLC.にば好都合であるが，作動力が弱いこと，峯氣
墜縮磯やタンクを要すること，作動が非線型.ごあること
などが鉄黙である．電氣式は現在の所，間峡作動のもの
が多く接黙部の故障の恵れ涯どから餘り使われていない
が，小型であることと傳逵雌鋪自の優れていることなどか
ら蓮織機關に遥しており今後の發達が期待きれる．
次に制御器をその動作によって分けると比例動作。積

分動作溝よび微分動作の3つ窪分れ，いずれの制御器で
も概ねこれら3つの動作かまた臓その組合せ動作をして
いる．

比例動作は橡出した被制御量の鍵化に比例した量だけ
加減弁やダンパーを動がずものである‘制御器が一端か
ら他端まで動く睦要する繊出量の鍵動の幅でその比例常
數を表おし，これを制御器の比例譜と呼ぶ．比例動作は
普通極めて安定な制御が行えるが，負荷力鍵動した場合
に被制御量臓嚴密に一定の値には保持されず，幾分設定
値から外れる峡鮎がある。これをオフーヒツI､といい，例
えば定格状態で30kg/cm2のボイラで睡力制御器が比例
¥5kg/m2の比例動作式であれば,%定格状態では
嘩力は30＋(1-1/2)×5=32.5kg/cmgとなる．比例帯
詮狭くすればこのオフセットは減為が制御の安定が悪く

た速度で弁やダ比例し

ンパーを開閉す為制御 1

方法で，復原のないサ

－罐シリンダの動作は

これに属す為．これば

比例動作に比べて晦答

が早いので被制御鵠の．

時間遅れが極めて小さ

く，かつ安定喉場合で

ないとハンチングを趣

丁

八

E

ないとハンチングを起
隼3岡空氣式職分動作樫櫛し使用でき迂い、Lか，
しオフセツ’､ば全然残らないから，比例睡度をごく綴か
庭して比例動作と組合姓幕と安定を損うつずにオフセット
のない制御を行ろことができる第3岡ばかような動作j
を行わせるために作った窒氣式リレーの’卸であつる．

こればI～Ⅳまでの4つの部屋からなり，各冬金醗恢
によって仕切られている.Fからは検出量に上洲した空
氣座がIへ入ってくる．Iは大氣へ開放されてい為．今
Fからの宴氣嘩が上るとスピンドルPを下へ押し，Ⅳ室
の大氣開放弁Eば閉じ騨間幾Aからの入口弁臓環く.
のでⅣ室の墜力は’室の墜力と平衡す為檗で上昇する

これでIとⅣとの雛力は常に比例することになるが，更
にⅣ圭は絞弁Tを介してⅢ室と接鎮されているのでm室
の座力はⅣ室の睡力が上れば徐々に上昇しⅣ圭の墜力と
平衡する從って,1の下向の力と蘭の上向の力ほ平衡
が破れてPは再び下に押されⅣ室の墜力ほ更に上昇､;‐
る．従ってⅣ室内の睡力は’室の墜力に對し比例動作と
稜分動作を加えたものになり，これ淀0より坂出して操
作部へ傳えればよいことになる

微分動作は稔出量そのものでなく，検出量錨との緩急
に比例して制御を行うもので》比例動作でば不安定な場
合や，特に敏速な制御を要求される場合涯.比例動作や積
分動作と組合せて用いられろ．

3．1睡力の捻出と制御

ボイラの延力ほ負荷の蒸氣需要量とボイラへの燃料供
給量とが完全に平衡している場合のみ一定値潅保つが
この比率が少しでも鍵ると座力はどこ､霞でも.上昇喪たは

下降してゆく性質がある・從って蒸氣睡力の鍵動を橡l.H
して，これが一定になるように制御す為ことがA｡CC.

の凡ての動作の基本にな為．このため睡力制御器を主制
御器とも呼ぶ．

負荷が塗り平衡が破れた場合のボイラ艇力の鍵動速度
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き，右側の受孔に墜力油が流入しサー鑑ピストンを動か

す.､舶用iこずる時は（5）の重錘の代り庭バネで平衡させ

る，

第5燭は空氣式の座が制御器である;墜力が上るとプ

ルドン管灌接綾したレバー装置を介してパ/『ロッ』､弁を

引_とげる‘従って右方の墜縮筌氣供給管が左方の出口塞

氣管と接綴さ祁出口墜力が上昇す.る．この墜力_上昇庭よ

つだ復原ベローズが伸び，復原レバー腱よってパイFシ

I､弁を押下げる．その結果出口座力は繕にプルI母ン管の

蕊位に比例した値となり，これを操作部に傳えて弁やダ

ンパーを加減する．

猿イラの塑力は相當高いにもかかわらず，その許容塗

動誰ばごく狭いから墜力制御器ほでき〉るだけ鋭敏なこと

が必要で不惑帯は少くも1/20kgm2以下毛あることが望

ましい．この部分の精産が悪いと制御の安定を害する‐

な講座力制御器としてば比例動作と積分動作を組合せた
方式がよい．また特渥發停の瀕繁な船室權徴分動作を附

加することも必要となろう．

3．2燃料供給量の稔出と制御

測定式制御を行う場合淫は篭イラヘの燃料供給量詮橡
出する必要がある．これ胆は容積式の流量計を用いるこ

とが最も望ましいが,橡出が悶難なため電氣式A.C,C
の場合以外騨は用いられない燃料油の油睡を利用する
方法ば簡箪なので普通これ詮用いぺ1.一変で謹位庭蕊え
てパイロット弁を動かす．墜力噴射式のパーブーーではチ
ップ'が鄙-リブ府スの役目なす為からパーブーー入口の睡力

’

6

１
１

KnifeEdge 6釣台重鑑

伸緬管6隔膜
傅達し象=l 7u･率鍵更装置

噴射管

雄牛圏アスカニア式唾力制御器

１
２
う
〕
４

…こ）

１
１

や郁唖

、

、一一一一一一一一一一＝一一一一一一一一一

擁5剛ベーレー式唾力制御器

ノ

↑窓

は蒸氣鍵瞳董と保有鵬水量との比､番定まり’水管ボイラ
ルま丸ボイラに比べて嘩力鍵動が大きい.一方燃料供給量
詮加減しても，ボイラへの供論熱量が麓際鍵るまでには
多少時間的に暹ｵしがあり，その大さは重油燃焼の場合は
此鮫的速いが，石淡焚では1分内外である.従ってA・
C.C.の作動も重汕焚丸ボイラの場合が最も安定がよ
く，石淡焚水管ボイラの場合ば安定度が劣る。
"4I剛ば汕唾式墜力制御器の例で，蒸氣睡力はペロー
ズ(2)宿受け，レバー装置を介して重錘(5)と平衡してい
墨・今･雌力が上れば（3）誼經て噴射管（4）ば右方に動
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重油噴燃パーブーーは普通低負状態で著しく噴霧が悪化
して使用不能となるから，資際にばA.C.C.の作動極園
はバーナーの作動範函で制限される．現在舶用ポ･fうで

は1罐當り3～6本のバーナーを備えているから手動で
バーナー本敷を増減すれば低負荷状態でもA.C､C.を

働かすことはできるが，自動化の面からいえばできるだ
け廣範園に作動するバーナーを用い〉3本以内涯止めた
い.現在使用されているバーナーの作動範園は嘩力噴射
式で1:1‘5，リターンフロー式またば可動プランヂヤ式
で1:4，回轌式で1二5，蒸氣または空氣噴射･式で1:10

位といわれていろ.A.CC・用にば1=10位のものが望
ましい．

3．3空氣這の様出と制御

筌氣量の検出にば從來家イラの出スロのFラフ1，の瞳、｜
力差を利用していたが,この方法は差睡が嘩少である_上
に，カス温産や水管汚損などの影響が大きいので好まし、
<ない．筌氣'､ランクの途中に．オリフイユまた侭ベンチ
ュリー管を挿入う-れぱ正確に測定できるが長い直管部を
必要とするので舶用蝉憾不向きである現在ほ室氣溌熱
器前後の風嘩差を用いる場合が多いが，その侭かバーナ
ーのレヂ墨ターの前後の塵力差を橡出する方法が推奨き
れているこの方法は利用する睡力差が大きいため低負．
荷で)も繊出感度の下らぬことや，バーナー数を鍾更した
時自動豹に筌氣量も調節されあため空氣過剰率の設定を

一垂調節する必要がないことが特長である‘しかし測定
の精度が低いことが倣黙である．以上の風唾差はいずれ

もダイヤフラ』､式の検出器を用いて鍵位に鍵え，座力橡
器と同檬にパイロット弁または噴射管を動か3-．從って

強出量ほそのままでば室氣量の自乖に比例する熟に注意
せねばならない．

筌氣量の調節は入口ダンパーを開閉する方法と濁壁邊

風機の回嘩敷を調節する方法とがある。前者は簡単で應

答も敏速ではあるが低負荷時の損失が大きく効率が悪

い。後者は効率ほ良いが應動ほやや遅くまた交流電動隣

を使用する場合には使用でき踵い､そのほか邊風機の入1
口にラヂアルベーンを設けてその傾斜角度を調節する方一

法は損失が比較的少いとい到つれている．

ダンパーば普通第8岡のよるな特注を持っているから

護'蜜蝋蕊鰯駕欝辮鶏鯨鰯’’
性を改善するためには全閉時にダンパーがトランクの軸

に對して幾分傾斜しているよ5にする蛮際の使用状態．
ではダンパー前後の差座は室氣量が鍵ると．1､ランク丙:、

の抵抗や邊風機の特性によって鍵化するから，これらを‐’

8

腱流量の自乗腫比例する．その他のパ戸ナーでは藻め流

量と油塵との關係を調査して諸く必要がある・いずれに

せ主油墜を利用する場合は燃料油の粘度，温度などlごよ

って影響を受けるから，別の制御装置漣よってこれらの

値を一定に維持すること力遜要である・

燃料供藷量の調節腫は2重座弁またはポート式の加減

茅を用い比例動作またほ積分動作の制御器でこれを動か

す．第6圃涯示すものは筌氣作動の燃料加減弁の1例で

ある．加減弁の設諦ご當つては後述のダンパー設計の場

合と同穰に過大またほ過小とならぬように注意せればな
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考慮してリンク装

置やダンパー閉止

角度を設計し特性

がほぼ直線になる

ようにする．最大

室氣量の場合，ダ

ンパー前後膣かか

る差睡と邊風機の

出す静睡との比ほ

たり，雀た煤煙の濃度を光電管で糠出したりすることも

ある．

鷺
ﾉ汐口

I 〆

唾
罰
辱
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い一 4．舶用A､C､C・の責例

第9圖は耐邦丸に装備した油墜式A.C.C'の概略掴

である．これは測定式制御方式を採用しており，瞳丙嘩

の制御と室氣過剰率の制御ばなく手動で調節する．塵力

制御器ほ比例動作式、燃料と室氣量制御器は積分動作式

で，パーブーーにはTodd式のリダーンフ画一型を使用

している．

蒸氣墜力ほ過熱器後の主蒸氣管より取り，ベ画一ズで

鍵位に塗え嘆射管を動かしサーポピスl､ンを右または左

へ動かすようになっている．このビスl､ンの動きはカム

によって噴射管に傳えられこれを中正位置に復原させる

から,とPス】､ン位置は常に蒸氣麗力に比例する.この場合

復原レバーの亥職位量を調節す耕しぱ比例帯を自由に加減
できる．一方室氣量ほレヂスター前後の墜力差で橡出さ

れ入口ダンパーを調節し，燃料供給量はリターンの油墜

で糠出し同じく戻油塵の加域弁を開閉し鴬に一定に保持
きれる今蒸氣唾力が鍵動して主制御器

１
１＠

Z
〃ダ"ニッ1．－ﾘ制痕／tｸｾｸあ出す静陸との比臓

特に重要で‘有効

第8間銭シパー特性・な制御を行うたあ
にはこの比が0.7以上あることが望ましい．このことば

燃料加減弁の設計にも同じであって管座は充分腱太くし

管内の睡力損失をへらすことが必要である．

3．4空氣過剰率の稔出と制御

測定式制御では燃料供給量と室氣量とは常#ご一定の比

率に保たれるが，その割合が果して正しいかどうかを橡

出して塞氣量を再調節すれば最もよい燃焼効率が自動杓
に得られる．このために燃焼カメの酸素含有量を橡出し

Ｕ
０
Ｌ
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１
１

のビス1,ンが動くと，カヱ､を介してそれ

ぞれ筌氣制御器と燃料制御器の設定黙が

鍵るから燃料と筌氣量ほ同時に加減され
る．空氣制御器のカムば自乘曲線に，ま

た燃料制御器のカムはバーナー特性に一

‘致させてあるから，結局燃料と空氣量は

常に一定の値を保ったまま蒸氣墜力の鍵

動に比例して加減されること腫涯為・

第10園は英國で使用された室氣式A・

C｡C､の説明岡である．今蒸氣睡力が設

定値より外れると第5間の睡力制御器に

よって作動塞氣歴がそれに比例して塗

る．この宝氣嘩は第3圏のリレーによっ

て積分動作を加えられた後二つに分れ
一つは直接燃料加減弁へゆき直ちに燃料

供給量を調節する，他の一つは加算リレ
ー詮經て入口ダンパー蝿動用の復原ベロ

晩一付サーポシツン変へ接織され察氣量を
調節､j-る．從って一時的には（比例十穣
分）動作の位置動作式制御が行われる・
一方空氣最と燃料供給量とは筌氣/燃料
比率制御器庭よって常涯測定されて詫
りこの比率が鍵為と制御器の出口筌氣

瞳が鍵り加算リレーを經て入ロダン'ぐ一
を動かし室氣量を再調節する．加算リレ、

I
蓋
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１
１
１
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第10園ぺ，－レー 式A｡C. Co

一は主制御器の作動空氣墜と筌氣/燃料比率制御器の作

動室氣嬢との和庭比例;した筌氣座を發生する装置で，そ

の涛造は第3岡の焔のと全く同穰で只絞弁Tを礎しⅢ室

準空氣/燃料比率制御器の出口瞳を入れたものである但

しⅢ圭の入口に絞弁を設けてあるので比率制御器の動作
憾墜力制御器に比べて徐煮腱利くよう腱してある．従っ

て負荷の鍵動に際してはまず位置動作式制間によって敏
速に蒸氣墜力左恢復し，しかる後塞氣過剰率を徐々 に再
調節して綏かな測定制御を行い燃焼効率を上げようとす
るもので極めて安定な制御が行える．

Power:A.C.C.特集號,Dec.1949

ボイラの自動撚澆制御：寺野，運輸後研報告，第
2巻，露10號

鋤
・
の

（1017頁よりつづく）

ターポチャーヂ布･が慣性により相當長い間回縛碇綾汁て

いるので，機關躁縦性は極めて良好であることが肯かれ

為次露である‘

今回の陸上試験腱おいて同一容量，同一嘩力の起動塞

氣梢にて得られる起動回激は従来の普通型磯關となんら
異なるところなく,起動可能の最低室氣唾力は5kg/cmg

以下であることが確認せられた．

b)低力時の性能

剤推關は直結推進用として最低力から全力に至る各負

荷において7普通型機關と同様無烟で運轌が可能であ

る．今回の陸_と試験渥託いては約30rpmの低速趣鱒を

施行しその機關操縦注龍に溌いて全く不安のないことが
確認せらﾙした．

5．結言

以上舶荊A.C.C・の概略について述べたが，詳細は
勿論，ボイラの型式。容量。燃焼方式・使用パ員ナーの

種類などによって異り’また船の種類や航路などによっ

ても當然塗って.くることが溌想される．舶用A､C.C｡"

使用されてから未だ日も浅いのでその成績も審かでなく

改善すべき黙も多々 あると思われる．例えば¥穏時に定
常吠態で航海する場合によく作動しても荒天時やまた發
貯;の瀕繁な船に使朋した場合現在程度のもので果して完
全#二作動するかどうか疑問歪ある・今後ボイラが高温高
嘩になる腱従って凰動制御の必要が益を大きくなってく
jると恩ゎｫしるが，幸し､邦船のA､C.C.装備も益を墹加
す鳥傾向にあるのでこの方面のデータに開して關係各者
位の御協力を切に御願したい．

参考交献

，>舶用ボイラの自動然僥制御：鎧船協會誌；302號
・2),計測運鱒：小林他コロブー趾，1949

以上のように，性能・信頼性等の總ゆる黙で従来の磯

關と隔絶せる利鮎を持つ大出力磯關が出現を見るに至っ
たことは，造船界における一ﾌ藍革命ということが出来，

しかも今日,Iﾖ本においてこれが愛現を見たといらこと

は欧洲諸國の技術の進歩に較べて彼我按術の間隔を一段
と縮少し，今後わが國のこの分野に詫ける獅|畠lの發展の

出鷺割iとなるものと信ず為．
更にかかる新磯關を斯界に選り出すことにより，洞凝僅

中の日本商船隊の陣容硬化に一暦有力なる武器として貢
献し，世界の競司下場裡に託いてオつが國海運界が更に僅
位をかち得為契|蕊ともなｵしば關係者の欣ぴこれに過くゞ ろ
ものほない．
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騨蓋薑窒素墨薑篁いす壁舶用デ イーゼル機關
いす雫ディーゼルは自動車用，工業用，発電用，鉄

道用，舶用等万般の用途に己に1万数千台100数万

馬力を供給され，その葵用的で経濟的なことは本邦

内は勿論，亜細亜諸地域，遠く南米諸国にまで知悉

されています。舶用もまたいすずのマークを附して

いす寸クオーテリイを保持し，国丙外に多数供給さ

れております．；

漣

（5対1減速式）
420回転漁船用

40馬力60馬力80馬力

（2対1減速式）

監覗_艇用1,150回蕊原擬
製造 いすぎ自動車株式會誠

東京ボート株式會牡

50馬力75馬力100馬力
（直結

遊覧艇用2,400回転
式）

舶用
改裟

55馬力83馬力110馬力

減速比率1.26,1.58,2.00,2.53,3.15,
4.00,500対1の7種があります。

東京・銀座・3の2電話京橋（56）5400番
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明泰丸（油禰船）

明治海運株式会紙

川崎重エ業株式会祗

船主

造船所

長（垂）

幅（型）

深（〃〕

吃水〔満載〕

総噸数

敬貨軍最

速力（満載定格〕
磯主

出 力
船級

起工

進 水

竣 工

167.00m

22.00m

12.20m

9.30m

］2,9821噸

20,717砿

15.53節

タービン×1

8,000S.H・P・

NK,LR

27－．－9－－8

27－－5－16

28－9－1
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IONIANCHALLENGER(油槽船）

Ｉ
ト
－
１
１
１

TRANSOCEANCARRIERSCO.,LTD

日本銀管・鶴見造般所

船主

造船所

１
１

579ノー0〃

550ﾉー0〃

74ノー0〃

』0ノー6〃

31’－0''

14,COO噸

20,000砿

16節

滴川島ぷ－ピン×1

9,500S.H.P.

LR,

27－10－6

28－2－23

28－9－20

全 長

長（垂）

幅（型）

深〔型）

吃水（満載）

総噸数

職貨重量

遮・力〔流謝最薇）

主 磯

出力（定格）

船級

起工

進水

竣工
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三井造船玉野造船所三井B&Mr2サイクルターボ

チャーヂド機關

の上在来の鯛潟に必要であった濁立蓑たほ薩鑛邊風機が

なくて濟むので，拶識効率は81％から89～90％に向上

し，從ってそれだけ有効仕事量が増加することとなる．

以上の如きpiの増加および機械敷津の向上の双方より

機關出力ば35％翰加されることとなる.-今例を當赴に

て量罎しているCyl..bQre=740mm,strOke=Z,600mm

の2サイクル機關にとると，従来普通型磯關で1cyl."
り出力=.925BHPであったものが，ターポチセーヂ方式

Iこより1,250BHP腱畷加した・

との結果從來，舶用ディーゼル総翻の1基當り出力は

約10“0程度が限度と考えられていたものが》約15:COO

BHP程度に増大し』デイー蓮ル樹淵の出力範園橇大幅
に擴張された課舌ある，

今回のター親チャーヂ方式にてpi=8.0kg/mngに抑え
．：

られたのは，燃焼室を構成する各部の熱負荷を在来の普

通型機關と同程度かまたはそれ以下に保持す,ろ黙にその

理由があった．も.し熱負荷等証庭外漉款れぱ，車流大型

低速機關では掃氣強極めて良好であるたあ，著邇型磯關
でも,pi=8,0kglcmg位葦では無咽で負荷出來る從っ

て単流磯關の出力乾烟限産等挺て判断することば合理的

でなく，何虚霞でも熱負荷を尺麗とすべきであろう．

b)擬關室重量および容積の減少

普通型磯關とダーポチャーヂ機關の重量を同一･馬力同

一構造の例に對して比較すると第1表に見る如く，後者

第1表同一出力における謡遁型機關とターボ
チャーヂ式撰關との比較

1．2サイクルターボチ薯一ヂ機關の來騒

B&Wにては戦時中よりstrokeengineのpres-

surechargingの研究に挺身して来たが，長年に亘る

掃琲氣系統の基礎賛職と小型機關への装備腱上鳥豫職
験佳薫ねた陪果，充分なる成算を得為腱至り，1951年の

秋，大型湾用鱗關D.E.674V征､BF160についてその方

式を鵬用し，ついに世界最初の2サイクルダーポチャー

ヂ窪用擬關の完成に成功したのである．

本機關はデンマーク油槽船l$DORTHEMAERSK''

號に搭載せられ，1952年10月10日虚女航海に劇減し

て以来》1年に垂んとしているが，その結果は極めて滿

足すべきものがあり，取扱維捧_I潅來の機關と厳んら塗

る所瀧<，その高い信瓶性が資證せらｵ'',たと報ぜられて

いる．これに引き韻いて同型薮一ポチ.ヤーヂ機關影搭載

せるM/S"SONGKHLA''"SAMOA.''號がそれぞれ

本年4月，6月に引渡され，現寵合計3隻が劇減してい

る現在営所にて完成した有馬山丸用主機械DE.774

VTBF160は世界におけ-るターボチャーヂ2サイクル機

關としての露4禰幾に相當する課宕ある．

木型式の荻一鑪チ4．－ヂ機關の成果が輝垂･鎧贈界腱

投じた反響は極めて大きく,B&W祇鏥よびそのライ

センシーの手時受註中の2サイクルターポチーY－ヂ機關

は61蕊延シリンダ激にては443本合計約522,000BHP

に達している

2サ･イクル機關のダーポチャーヂによる出力増加の問

題ば,今次大戦後俄力ざに脚光礎浴びるに至り,Doxford,

.Werkspoor等の著名メーーカーが競ってこれが鐵験研究

による賞用化に腐心しているようであって，その中間發

表は技術文献に託いて見られる通りであるが，今迄のと

ころ蜜月1機が稼動中であるという報道は鱒えられていな
L，．

１
１

１
１

一・一一一~ー一.一一一己一一q■P｡ー.~ｰ－＝＝■■一

|蒋邇型機關|鏑鎮ﾁ'｡-ヂ式
E.974VTF-160

g

7401nm

IJ6001nm

，115

8,300BHP

465Ton

56kg/BHP

100%

17>200mm

20､7mm/BHP

100%

D.E､774VTBF-160

7

740mm

1,600nln

115

8,750BHP

弱0Ton

41.2kg/BHP

”’5％

14)550mm

I6j6mm/BHP

80％

，型 式

シリンダ数

シリンダ樫

行・程

毎分回聴数

定絡出力

機關重量

定絡田力簡り
機闘重量

同上比率

機關全長

定絡出力鴬り
機關全長

同上比率

2．本ターボチ騨一ヂ方式によって得ら或る利得

a)出力の増加

普通在来の2サイクル大型機關腫髄いては，一般に捕

除空氣嘩力が0,2kg/cmﾖ程朧であったが，今回のタ戸

鑛チ.1．－ヂ方式では，その睡力を0，4kg/cmgに増加する

と共に掃除室氣を中間冷却してシリンダに充堀する桔

果普通型機關のpi=6.5kg/cmであったものが，ターポ
チ･ヤーヂ方式の採用により8.Okg/cmgに迄濡め得られ

ぉ．從ってこの増加によ為出力端加率は23％と注り，そ

’

’
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ぱ熾饒室を繕成すお各部の熱負荷ほ從來の普通型機關と

同一か菫たはそれ以下に制限しているので，シリンダ鱈

耗，シリンダ蓋等各部の熱應力臓從來のそれとなんら異

なるところがないと信ずる，

なお排氣弁は，從來低質燃料油を使朗して保雄上なん

らのクレームも聞いていないが，最近更に排氣弁のシー

ト庭ステライI､を熔着してその保持の蔭詮を計っている

のでターポチ･''一ヂングを採用しても，排氣弁に開する

不安は全然ないといえる．

b)ターボチャーヂャ

ターポチャーヂャ自禮かかる大型になあと一雁不安を

持たれる向もあるかと思うが,B&Wにおいては20"

年前大型4サイクル溌關に,この種のダーポチャーヂ,､を

使用しまた営所に託いては昭和6年那智山丸用として同
じく4サイクル大型ターポチイ,2－．ヂ機關を這錯し，その

使用貧債から推してターポチ.1．－ヂャの信頼性は極めて
浦足すぺきものがあった．

以上の如く現在のターポチー1.-ヂー,,ば20扱年に豆る經
験に基ずいて進展してきたものであるが,一方今回の2サ
"fクルターポチヤ.－ヂ方式においてば4サぞクルのそ狂

信 ｊ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

if、匪啄砥VTF

誇
瞳＝

XD-
14駁う一
奴15う一

第1圏機關外形比較園

は前者の73,5％となり，機關全長迄おいてば80％の節

減が得られる．

霞た前述の如く燃焼室を構成する各部の温度は，普通

型機關と同程度かまたはそれ以下であるので，冷却水ま

たは冷却油の流量も増加する必要ほないこととなり，從

ってターポチャーヂ方式によって出力ば増加.しても同一

氣簡數の雪邇型溌關と同一容量の諸補磯が使用出來るこ

とと，その外後述するように起動室氣憾の容量も塗り錘

いので，同一出力で考える時ほ更に綜合的容積および重

量の鮎で有利となる．

第1圏の鋤において見られるように,8,500BHP級プ

ラン'､では主機械のみで同一出力に對し約1201､ンの重

量輕減とな場外，機開室は機關全長の短縮により約3フ

レーム短かくなるので，載荷容積ほ大約500m3の増大

となり，勝の能率ほ飛躍的向上を見た課である，

c燃料および潤滑油の節減

本型式X錨においては，シリンダ當りの出力が増加す

る一方，機械効率ばルーツ鐙風溌に消費せられる損失馬

力が江いために81％から89～90％に今_上昇し，從って機

關正味出力醤りの燃料消費ばター鑛チャーヂ機關の方が

むしろ巻瞳型蝿謂のそれよりも少いという結果となる．

更にシリンダ油のシリンダ篭り供給量は，從來と塗り

ないので，正味馬力當りの消費量は馬力が墹大しただけ

減少す；ることとなり，すなわち從來例えばシリンダ油と

掘頚油の合計消黄量が0.4gr/hr/BHPであるとすれば，

ター涙チャーヂ鰯荊の場合は0.39r/hr/BHP以下に低

下することとなる鐸である．

3．機關維持の問題

乱）機關の熱負荷涯關連する問題

間趣せる如く木型式溌關渥おいては，シリンダ内に可

及的多量の新鮮なろ筌氣を充填するように掃排氣系統に

笈職研究挺基ずいた仮重なる考慮を排うと共に，シリン
ダに遥入すぁ前に，中間冷却器彰通して冷却してい為の
で,Piば増加してもシリンダ内サイクル温麗換言ずれ

第2岡三井B&W型2サイクル軍動．クロ
スヘツ1や型グー領チャーヂド機關横艤
面間（熔接構造）
シリンダ便740mm,
ビス1､ン行程1､600mm
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d)ターボチギーヂャ故障の場合に割する對策

本計謹においては主織城1臺に對し2基ないし錘基の

ターボチャーヂャを使用している‘すなわち，芝リンダ

数個宛1群となし，ユ基のターポチ苛一ヂャに連結して

いるので，もし勇一ターボチャーヂ,､に故障の發生Fう〒る

ものがあった場合は，他の健全なターボチャーヂャのみ

にて安全な航海を端費巷しめ得る腱足る機關出力が得ら

れる仕組と涯っている．す瀬わち故障したターボチャー

ヂャとこれに連結せるシリンダば力'､オフして，その
ター韻チャーヂャは休止のまま,機關の運!湾詮演け:るこ
と庭なる‘

有馬山九用D.E｡774VTBF160･の場合ほ，船首側4

シリンダおよび船尾側3シリングに1遅鈍ターボチ剣･一

ヂイ･が配置せられているが,

艦首側4シリンダのみを使用する場合75％
船尾側3シリーンダのみを使用する場合60％

に比し、排氣温麓がむしろ低く，タービンの作動條件

腱；より安至側にあるので，ターボチャーヂャの信頼性

はまず全く不塞がないものといえる．

c）低質燃料の使用

戦後低質燃料使用の問題が大きく取り上げられるに至

り，その適用が可能なりや否やは，運航採算.上極めて重

大な意味を持つよう腱なった．ターボチ『－ヂ機關に低

質燃料を使用する場合，一應タービン側の汚れの問題が

懸念されるが．木型式磯關においては，第1燃澆が極

めて完全であること，第2にターピンノズル，動翼を邇

過§~るカスが高温高速であることの理由から長期使用

後も殆んどカーボンの讃載は認められないといわれてい

る・ヨーロッパでは4サイクル大型次一鋸チ－ヂ機關

に紫いても低質燃料が使用され，極めて好成績であると
報ぜられてL,ることからも，総ゆろ黙で2サイクルター

ポチヤ･一ヂ機關において低質油の使用に關す馬泰安は全
くないことが譲想せられる．

１
１
１

卓

’
』

I

の速力にて航海することが出来る．

たま殆んどあり得ないことであるが，麓一なんら
かの原因によりターボチャーヂャ全基が故障した場
合の用意として，本計謹･では建前として緊急用の小
型電動邊風機1基を装備す為ことにしている．例え
ifD.E.774VTBF160の場合ほ,小容量の電動邊風

機で約60％の船謹が得られるよう計蚕しているの
で，まず如何なる荒天時に詫いても安全航行が出來
ること庭なる．有馬山丸の場合朧これ迄搭載してい

た機關用として大型の電動邊風機匙設術しているの

で,これを緊急用邊風機として瀧用する計霊である．

後述すあように，本機關の如く排氣ダーポチャー
ヂヤのみにて，從來の普通型機關と同様に，起動低

速蓮轌等舶用機關として必要な性能を完全に發揮出
来為場合は，緊急用として直結邊風機をターボチャ
ーヂ－1．と直列に配置することば，機關建造費，機關
室重量詣よび容積の黙で船一生の負擴となり，賢明
な繁とは申上げられない。

4．機關性能の問題

貴鹸初期においてばルーツ邊風磯とターボチ･r－
ヂャを併用したが，これはターボチヤーヂ'･のみにて
ば，低負荷と越助性能に懸念が持たれたためであっ
て，その後竿歳に捗る諸種の蜜験の誌果，ルーツ邊
風機がなくともなんら從來の著邇型職關に劣るとこ
ろがないということが確認せられたのである．
a)起動性能

起酬蝿僧ば普通型機關となんら異なるところがな
い。ターボチャーヂヘ.の起動'､ルクば極めて僅少歪
あって，起動堂氣の排氣が一瞬タービンを通過する
だけで回鱒し逹風を開始す為こと．と，磯關停止後も

（1010頁へつづく）
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潮

第31園三井玉野において完成ぜる2サイクル亙一

霧チ,－－ヂド樒關の第一番機（有馬丸用主犠）

型式D.17.774VTBF-160

シリンダ敷7シ､リンダ樫740I-nTI1

行纈1:600mm毎分回卿数I｣ラ

鵬力8,700B.H.P.
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13,⑭00亜浮船渠の設計1こついて
F

（1）

川崎重工業株式會斌

造船設計部

戸

1．緒言．

かねてからその鐵現鰭武の内外より熱望されてきた川

崎重工業の13,000T浮船渠は》去る6月30日完成を見，

7月1日第一船聖川丸を迎えて操業を閉始した・

元来淳船渠の設計については'文献資料腫乏しく’本

船長の設計に藷いても燭自の見地より解決謡を見出した

ものが大部分であり，ここにその經過を報告して，参考

渥供したいと思う．

2．＝要々目

A､型式

セクショナルポンツーン型（セルフド､シキング可能）

B･主要寸法

全長（硫齢張出し各10M駐含む)172.8M

全長（ポンツーン)152.8M

幅外幅’36．0

丙幅（プエン銭一間）26‘O

全盲17‘3

浮揚力 13)000KT

電…

ポンッ.一ン数6

長24,8M

幅36.0

高（中心）4‘55

C.注排水設備

主排水ポンプ竪型斜流恭ンﾌﾟ・6墓
1600T/H×I0M

同上ポンプ･用モー荻一90HP6g
AC44DV、900RPM

横置ナッシュ型6重抽氣ポンプ．
10kg/H×500mmHg

雨吸込渦巻型2選水唾試験用恢水競ンﾌ，
350T/H×20M

電動主パルプ開閉装置
1HPD.C｡220Vモーター付

電動5段階調節枝管パルプ開閉装澄
0,5HPD.C,220Vモーター付

D,その他の設備

キャフ･スタン 電動4墓

8正､×17M/MIN×0.5Tx60M/Min

門型ジブ起重機2窒
吊上荷重半径10Mにて10T

半礎17M！こて5T

電氣熔接用ソケッ1，60蕊分設備
墜縮空氣管，アセチレンカス管，消火用海水管，清水
管を陸上より導設．

＝

〃3．主要寸法の決定

『船渠の設計は船型の鍵遷と共に，改善されるべきも
のである」

船の修理施設としての乾辮鳥，浮船渠はその顧客であ

る船の進歩と無關係庭は存在し得ない戦前迄の船渠
は，特殊の箪事目的のものを除いて，商船用としてば總
噸数10,00”の賭を對象とすれば充分であった.しかし

戦後陣fさいては'舗胤の大型化が著しく底り，特に大型油
槽船の多量建造が進められるに話よんでここに，修繕部
門に新たな『マーケツI､」が開かれるに至った．從栄の
船渠設備の能力にては浮揚力からも，また寸法的にもこ
の新たな需要に態じられないものが大部分であり，乾船
渠の延長，大型乾船渠，淳船渠の建造がこの數年世界的
に進捗唾みている状況である．

営献における洋船渠の建造も從來大型ドックをもたな
かった川崎重工の企業上のあり方よりの希望のみにとど
厳らず，このような世界海運界の新たな要求に對して一
つの解答を與えることに大きな意義があった.従って,浮
船渠の建造にあたって，設計者にとっての當面の問題ば
ドックの浮揚力，ならびにそれにマ．'チした最も經濟的
な寸法比を，世界の獅間の大型化の趨勢に迩應して決定
するということであった．

浮揚力

浮揚力とは，洋船渠が作業に必要な最小乾舷（300
mm)に對應する吃水まで沈められた時のDEAD-
WEIGHTに相雷するものである換言すれば簡龍な次
の式の如き關係が成立する‘

ドックの浮揚力＝(乾舷300mmiご相當すぁ1.ヅク排水
遥)一（ドック自重十残水）

ドック内の残水とは，後述の如くに，1.ヅクに加わる

曲げモーメントを小にす為ため，作爲的にI●ヅク丙に震
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I
一

’第1.表入渠時溌定排水獄

名｜和川丸|脚川丸i霊ぜん麓…rl聖難丸俸田丸|ばとりLや 日新丸I
１
１
１

船

船 種

LPP

B

D

輕荷重量

燃料漠水,パラス1、

入渠時排水量

平均吃水

2800”I
１

匹

■

Ｔ

ｌ

審耀瞬祭D.W.2000げI，

タンカー

167,0

22．0

12．2

6824

3676

10500

氏98

，.W.32000T

ダンカー

189．0

25､8

14．2

12000

う000

17000

4，20

貨物艦

145.0

125

12.2

5126

1374

“001
3．74

客船

j55.0

21｡0

12，6

10600

1400

］2000

＝

貨物船

12860

17．3

良7

4278

1022

5300

3.霜

貨物艦

161．0

23．2

13β

7675

1525

9200

4‘50

鯨工船

175．0

23,今

17‘2

12264

‘2736

1i5000

14．78

168.0

22，5

12｡4

12510

2000

|14510

|＝

181.0

25．4

13.う

87う0

4250

13000

3．82

…
届

１
１
１
１
０
１
４ ’ 、

すバラ尭卜海水の意味であって，浮揚力の決定腱あた‘つ

ては相當量の残水を見こ厳なければならない．

鍔1表は代表的な船舶の輕荷重量と，それに庫量の約

半分の燃料，眞水ならびに1､リム調整用のパラスト海水

量を見込んだ入渠崎袋想排水量を示ずものである，

本表に示す如く、入渠船の重量として一應12j000Tに

鯉を劃する時は，大部分の貨物船朧收容でき，かつ現在

世界的に最も多く建造されつつ齢>るり.W.20,000T前

後のタンカーを入渠出來る。從って入渠船の排水量は

]2j000Tとして浮揚力を糖さえろが，將來ドック駐延長

す-ることによってD.W|､32,000Tのタンカーを收容出來

るように寸法比群決めるという線に設計の目標を決定し
た．またこれが譲算面とも合致するものであった．

すなわち入渠船の排水量を12j000Tとし，それに水睡

試駿用の液ｽk約1)000T毒見込んで浮揚力を13,000Tと

した、

入渠船寸法比

ドックの寸法比は，船の寸法比を根擬に論ぜられるべ了

きものである．

第1岡に代表的鋤舶の全長と幅の關係を示した．参考

のため英國造舟檸會が英國土木學會に將來のドック建迭

の指針として示した商船の最大寸法比曲線燕記入した．

當赴の設計例泰とれば20,000Tタンカーの寸法として

は，全長180Mに對して幅22皿となり,32,000Tタン

カーに對してば，全長200MIIE25.8皿となるこ＃Lに

對してドックの寸法としてば長さ約170班,フェンダー間

の内幅26Mとせば20>000Tタンカーに對しては長さ

はぎりぎりであるが充分の堀をも､つととになるが將來長

さを延長し200班と軽ぱ幅は現賊のま壁にて32,000T

タンカーの入渠も可能で茜>為との方針のもとに．長さ
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曲寸 法 比渠一 錐2脇I船 識

重量を減じ得るという利黙がある．

ドック寸法の決定

側壁の幅は從來の賛料，および走行クレー

170M内幅26Mを設計の目標とした．．‐

鐘2岡仁わが國の主要硲渠の全長と幅の關係を示し，

これに前記の英國篭船學愈の示せる最大商船寸法比曲線
並び踵,その緯せる最も經濟的な1球，クの寸法比曲線
を示した．

ドック型式の選定・‘

第3圖は浮船渠の種盈の型の比較表を示したが，本1鯵

ツクの型式としては，セクショナ'レポンツーン型を選ん

だ．この型は底部を劉固のポンツーン仁て形成し，上部

の雨舷に側壁を全通させ･たものである．建造に當って

ばボンツーンを個杢に陸上にて建造し，進水後側壁を

海上にて取付けることが壱きるから，船蕊工事が簡単で
あり，かつ長期問診要しないという利熱がある・壁たポ

ンッーンの寸法を迩雪に選び：､ポンツーンを1夢ヅク丙に

收容することが出来る（セルフドッキング）ようにすれ
ば，將來保守手入れが容易であり’耐久年腫詮長くする
ことが出来るという利鮎がある．但しこの型式では縦方
向の曲げモーメンI､詮側壁のみにて支持する嬢造腱なっ
ているため,一腿U型に比し魍睦に限度があり'軍艦の如
き中央集中荷重の大なる船の入渠には適しないが’普通
の商船の如き荷重分布に對しては’ポンツーン内のパラ
スl､海水の配置を曲げモーメンI､を減ずる如き配置にす
為べく考慮を伽えば，湿度を充分にとり得るとの結論を
得たの‘で木型式を採用した。一面一鴎U型に比して鋼材。

測壁の獺は従米の査料，および走行クレーンの軌條の

幅を考慮してと上部にて4.0M下部にてﾃー ,:-を持たせ
て4,5Mとした．高さは入渠船の深さに對して入出渠時

のホーサーさばきに無理がなく，かつ縦懇度上の考慮駐
加えて13.0Mとした．

ポンツーンの幅は，フニンダー間26砿をとれる如く

内幅27Mとして，雨舷側壁9Mを加えて外幅36Mと
した、

誤ンツーンの長さは，I睡上の工事可能の限界幅，鑑

よびセルフドッキング可能のための限界26Mよりおさ

えて1ポンッーン24,8Mとした．

ポンッーン間の間隔を潜水夫による工事の窪易なるこ

とを考慮して0,8Mとすれば,6ポンツーンを全遥珪る

ときは152,8Mとなる、この間にキール盤木を配置､する

ときは,20,000Tタンカーの底郡長苦に對して充分であ
る．

更に§確部にそれぞれ10MのブラシI､を延長して舵

の値理・錨鎖さばきにそなえた、かくして全長172.8M

となる．

将来1ポンツーンを延長する時は全長ユ98.4Mとな

り,32,000Tタンカーに對して充分の長さがとれる．

ポンッーンの深さは，浮揚力より決定きれる．前述の

1樋0
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第3圃、浮 船 渠 の分類

4．バラストタンクの配睡．

ドックの最大沈下吃水は，入渠鵬の最大吃水歴よって

きまる.入渠鵬吃水は，船尾吃水をおさえて7.0Mとす
れば充分である．キール盤木との間隔0.7Mキール盤木

高さ1.2Mポンツーン深さ（中央)4､55Mぞ合し13.45M
が1.ヅクの最大沈下吃水となる．この状態のFク排水
量と自重との差が沈下に要するパラスト海水の量とな
潟．

如く

（乾舷300mmにおける作業時ドック排水量）

＝浮揚カー|-ドック自重-1-残水一

となるから，從來の寳料，粕よび鋼材重遼，艤装重量の

概算より自重を推定し，瀞揚力13,000T残水1I000Tを

加えて，作業時排水量を求め長さ，幅は醜知なる故吃

水がきまる．乾舷詮加えて深ざが決まる．

中央庭て深さ4.55Mとして_上面は雨舷に亙って0.25M

の梁矢を附し，底部幟0.25Mの船底勾配なつけた．排

水をよくす為ためである．

完成状態に無ける本浮船渠の主要寸法と他の浮船渠と

の比岐表を第2表に示した．‐

完成状態においてば

パラスト海水量=36,360KT(13.45M腱針する排水量）
-7,160KT(1やツク自重)=29,200KT

これだけのパラスト海水詮自然注水にてドジク内に收容

1021
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－

〃
＝ も、

･

て軍濁に注排水できるようwこした．

．各側壁の上甲板上にはそれぞれ走行電動クレーン，手

司,ブスタン,,筆ラード,クロスーピット,．照明用電鐙便所

等があり，前端には雨舷側壁間の交通のため庭可動橋を

設けた．可動清に園って右舷の側壁上面にほ司令室，外

業事務所を設けた，雨舷の側壁の内部に臓中甲板を設

け，その下はそれぞれ6個の｡パラス1､タンクに厘到つ：

た．右舷側壁の内部はパラズトタンク上に，6個のボン
｜｜

う.用電動磯室，鍵睡器室，配電盤室，ギ･ヤブ‘スダンモ･一．

｜|｜夕一室，宿直室,倉庫等詩配置し，左舷の愼嘩丙には，

キャフ･スタンモーター室，補助配電盤室》倉庫等詮配壷

した．雨舷側壁の中央部に億水陸試験用の漆水謹ンフ霊室胃

を設けた． lll
ポンッーン甲板の中心線にそって約1｡20M毎にZ侭

｜の牛戸ル盤木を配置した．キール盤木は高さ1,20Mと

し最下部はコンクリートゴロツクを以て固め，その上に

木材ブロックを取付けた．更に中心より4M鎧よび9砿

の位置腫腹盤木を配置したが，そのうち片舷6個ずつ准

油塵装置によって遠隔操作ができるようにした・

側壁の内側には，前後端の雨舷にポンツーン甲板より‐

上甲板へ階段を設けた．その他に内面に片舷3個の垂直．

梯子を備え，髪た三段のブラシ】､を設けて工事の便に供

した．ドック後端すなわち入渠口にほ雨舷に垂直の回韓

防舷材を取付けた．上段フラツ1､高さの位置に片舷3極

所ずつの防舷材を設け，また外舷側壁の下端位置wご全長二

腱亙‘って防舷材詮配置した、

6．縦彊力について

前述の如く本船渠はポンツーン型を採用したので讓睦

げモーメンi､に對して側壁部分の断面部材のみに土つ

て，應力を負捻するという考えで部材寸法を決定すべき

であるが，この場合一般に船の蹴顕力がそうであるよ尋

に，絶對的注曲げモーメント，および應力といろものぽ

明かでない．

粥が入渠している状態にてば概念的には船の重量力迂
キール盤木を經てポンツーンに加つりそれが側壁にかか‐

む

る．ドックの重量，キール盤木よりの船の重量，タンク

内の残水涯よる重量の分布と浮力の分布の不平衡のた垂

に，側壁に剪断力と曲げモーメン1､を生ずる．この場合
船は弾性鎧でありキール盤木もポンツーンも弾性鐙であ
るため，ポンッーンに加っ為荷重の分布を疋確腱求め今．

ことは困難であり，絶對的な曲げモーメン1､を求珍署こ

とはできない，たとえその量詑求め得たとしても、いか．
なる朕態にも耐え得為如き断面抵抗率を{11雌のみ庭附與
歌ること憾設計上不可能であり，，ここにポンツーン型鐙＝

’

し得為ようたパラスhタンクの酉B置を決定せねばならな
､，、

その際次の諸謝こ考慮を梯ろ必要がある.＝

1．自然注水時の溌差一

2．誤ンﾌ゙ 排Zk時の仕事量

3復原k踊段こ及ぼす自由溌面の影響

特にセルフドッキン笏時の復原性能，および傾斜調

整，識備浮力のとり方もバラス1､タンクの仕切方法を決

定す為要素であ為．

種々の案を作り，特浜中央部に空氣槽を残すことの可

否につき比峻険討した結果，一般配置圖に示す如く次の

配澄を採用した．

1．，渡ンツーン丙に4個の縦通隔壁を設けて5個の唾

劃に分った．

2．5個の厘劃はいずれもパラス1,タンクとして使用

することにした．

3雨舷の2個の塚ンクは側壁内のパラストと交通孔

尭設け-て共通にした．

4．前後端の雨舷に4個の小腫劃を作り平常は室氣槽

と､するもセルフド・キング時に傾斜の調整に使用

すぁことにした

この配置ば次の如き利黙がある．

1．縦迩隔壁が多いため自由液面の影響少なく横復原

力が充分である

2．5個の腫劃詮すべてバラス1､タンクとせるため中

央睡劃を室氣階にせる場合に比して自然注水のヘ

ッドが大となり注水時湖が早い‘

室た隔壁パイプ・貫通部の水襟工事を要せず工作,、

保守手入れが容易･香ある．

ただ排水に要する仕事量は幾分増加する．

3．縦睡劃が多いため，荷重分布に應じて各厘劃のパ

ラスI､量詮加減して横曲げモーメンI､鐘調整する

ことが出来る．

4，縦腫劃が多いため，セルフドッキング時挺，流水

タンクと筌タンクの組合せによって吃水の調整が

できるから作業時の復原性能，讓備浮力が充分で

ある

5．－般配置

主要寸法諸よびパラス1､タンク配置の決定に鱸じて一

般配置がまとめられた。その概要は次の如くである．

既述の如く木津辮蔦ほ2つの側壁と6個のポンツーン

からできており，各ポンツーンは5個のバラ異トタンク

と4個の前後端室氣糟に分，けられる、各ポンツーンには

それぞれ1価の排水ポ玄ﾌﾟ，剣泳孔，注永孔をもってい
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◎

この値は曲げモーメンI､の絶對値ではないが，概

略値を與え局ものであり，部材決定の指針にする

ことができる．

2）上記曲げモーメン1,は，船尾磯關の船が前部にパ

ラュトをはった場合の，ホッギングモーメンI､と，

中央機關の船が水，燃料を中央腱も‘つた場合のサ

ツギングモーメン1,との雨着に對して求めるべき

である．

3）一方側壁の部材寸法を，既製のポンッーン型ドッ

限界がある．従って縦握度の嶮討は次の方針で行った．
1）入渠船を非揮性鶴と考え，キール謹木を無覗し，

側壁には入渠鵬の重量曲線Rご等しい分布荷重が加
ゎ為ものとして曲げモーヌント曲線を求め為.-そ

の際各鑛ンシーン内のパラスI､海永を縦方向に適

當に分布する．ことにより曲げモーメン1,は相對的

腫減少ざせ扇ごとができるから，その操作をも加

喋して側壁に加おる曲げモーメントの値転推定す
る．
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’クの資料にもとずいて假定し,,その断面抵抗率を

‐上記の曲げモーメンI､腱對して適営熊りや否やを

歓討する．
‐‘ルリ・－

以上の方針にもとずいて種灸の案にづき調査した結果

別園中央切断に示す如き部材寸法が決定された．
.i

側壁郡材に對しては

I=26,299,600mm2×M2

I/YE=.3,910,000cms

X/YT=4,444,000cms

であり，許類瞭力急8kg/mm9(5Tz/ロ"）とせば許容

し得る曲げモーメン1,は35,000T-Mとなる一方前述の

如き比較によ為入渠作業時の曲げモーメンI､を求めたも

のを第4濁溌よび第5岡に示した．

第4間は柳川型における曲げモーメンl､の一例を示す

も”宿おり，この状態にf.は115,200MsTの曲げモーメ

ン1,を生ずる．、

第5圖侭ポンツーン内のバラスI､海水の配置を曲げモ

ーメシ･I?を減少する如く分布させたため;こ，曲げモ戸メ
ーr■●■■■

ンドは11,200M-Tにすぎない．

勿論こがは曲げモーメン1，の絶篭壜を示すものではな

いが，ドックの顕度はこの状態庭對して充分なものとい

えよう．

このよう艇ドックの懇度には限界があるために震際の

操作に當づては，ポンツーン丙のパラスI､海水の配置が

彊度上重要な意球をもつので，各種の代表的な諮舶につ

いて曲げモーメントを10,000T-M以内に牧める如きバ

ラスI､海水の配置を指造した取扱説明書を作製して盗佇

させている‘ 〔．，

藍た上甲板上腫僥み計測器をそなえ後述の如く完成時

にｯｸに,･35,00"r･Mのホギングお炎ぴサ老ングの曲

、

’
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先に初期計蓋にｵ6いて浮揚力より決定せるボンツーン深

さ詮湿度上より再橡討した．（詳細なる構遥については

中央切断を参照されたい．）

8．構造

中央切断に示す如く，ポンツーンほ，績肋骨，擴梁溌

鐘であり，側壁は，瀧肋骨，縦梁構造を採朋した，か

つ．1フレーム置きに，クロースクイ構造として縦磁力

ばかりでなく、横魍力も充分な>る如く留意した．

熔接迄ついてば，自動熔接を極力用い，ぷンツーン健

全熔接隣遥とし,側壁ば,上甲板と側壁との坂合部，剣壱
よび，側壁の上下部蝉それぞれ1本ずつ鋲シ一望､稚]反

り，他はすべて熔接とした・

ポンッーンと側壁との取合いには，特瀝過去の幾多の

浮船渠を参考にして，満自の方式を採用した･すなぅつち’
セルフ]夢ヅキング時の各證ンツーンの互換性のお曙'こ

と、および同時澤側壁とポンツーンとの切り離しを容易

にし，かつ側壁の水密保持のため，ポンツーンの上部は
側壁坂合部を2“血/m上げ，側壁の下部は底板より
200m/m下げ，雨者の収合部は’大型山形鋼稔用い，鋲

は1m取りをせず，スナップ・鋲腱て固着し，間に布パッキ
ングのみを挿入して，水密を保持せしめている．
また，擬船渠K二曲げモーメン1､がかかった時，ポンッ

ーン間の切則"し目の箇所の不速綾部に垢いてば，側壁に應
力集中が生ず務散，この間側壁の下端板の板厚を増厚3‐
ると共翠，一方プレームスペーズもこの間小さくして，

この應力集中に對應す為ように，特別考慮を排ってい

ろ．

各ポンツーンは，ドッキングの機會が少ない識を考慮

して，外面ばピツミナスソリユーションアンI･エナメル

を3～4xnmの厚さに塗り，ボンツーンデジキほ,:熔接

巽よびカス切断の火花等胆よる火災の黙を考慮して,錆

止塗料2回塗りとした．パラスI､タンク内すなｫつち．誤ン

ツーン詣よび側壁内面はウオツシュセメン】､を施し

た．側壁外面は,錆止塗料1回,黒色外舷塗料1回とし，

上甲板は，入閥渠時の作業上の黙を考慮して，錆止塗料

1回，蓮止め塗料1回塗りとした．（綾）

げモーメン1,詮加えてその時の上甲坂上の澆みを計測し

てこ証を僥みの限界量どじておさえ，ドックの媒作腱あ

たってば常腱澆みを計測して上記限界量をこえることの
ないよう迄指示を與えている．‐

7．横渥力について、

槙褒力については，縦握力よりもっと難しい蹄彊があ

為．す踵わち浮罐蔦の上が開いているので,i嫁洞の曲

げモーメン1,億，全部ポンツーン壱持たねばならぬ．故

にポンッーンの溌さを-t分溌くするということば，この

曲げモーメンI､に對して極めて有効なことではあるが，

しかし一方糎濟樋見地より考えて見ると，竣溌費を増大

することになり好ましくない．よ‘って，浮船渠が驍籠中
に受けると想定し得る最も重い蔵重を受けた状態渥對し
て，充分な横漉力をもちしかも，韻ンシーンの深さが出

来るだけ小さいというように設計することが最も望壁し
いことである．

縦暖力の場合に桧P浮船渠の長さ方向に蓮績的に，入
渠船の荷重が分布している蝉反して，繊遡力の場合に
は，浮罷渠，すなわち，誰ンツーンの中央のキール盤木
のみ，また臆，キール盤木とピルヂ盤木の三黙に入渠船
の荷重が，常に集中荷重として加わることにな:るｫつげで
ある．

故に・設計に富ってば，次の如き假定を設けた．すな
わち

1）浮船渠の猿磁力は，ポンッーンのみにて受け持つ
ものとし，ポンツーン1フレームスペースにつき
考え為．

2）荷重としては，ポンツーン中央部一黙にのみ，集
中荷重として入渠船の荷重（1フレームスペー巽
當り）がかかるものとする．
4）盤木の弾性ば考慮しない．

5）ポンツーンは，単純梁として考える．

6）浮船渠の縦方向の剪断力ほ、側壁にのみ働くもの
と考える．

以上のような假定蓬元として，入渠船の最大は，當赴

にて建造せるDW.20>000唾クラスの油階船を考え，し

かも》渠中にて荷物汕傭の水墜試験を行う状態を想定し

て，縦方向の剪断力曲線，曲げモーメン1，曲綴を求め，

I
０
１
１
３
『
ｌ
■
１
４
制
咽
Ｉ
１
Ｍ
１
ｌ
ｌ

『 船舶』の購讃

「船舶」は買切制ですから前もって書店に識約購

涜を御申込みおき下さい．な鏥，直接弊献へ前金

1年1,300圓（邊料共）

半年700圓（〃）

詣挑込みによる月極朧證の場合は，増頁その他の

特慣の場合にも差額は頂戴いたしません．１

画
ｊ

や
一

今
回船

巻
巻
臆
響
４

２
２
第
第

舶 本

昭和22_年分(12冊）
便1,800圓（邊80圓）

職錦織邊蝿〕
b一．一■画I■■■●二F■■ﾛ■■■口
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１
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ひ

、

磯 野作一
東京理大敬愛折 射レンズの設計 ll

l

験的iご求めたもので賞際の製品から見れば安至の方向庭

ある．屈折率n=1,512とずる・

4）光源用電球識V20WS-!5--2を中心涯壁く．

3．設計の基本概念

一般にレンズの小部分ばう，リズ皇であってその作用は

第4園に示す如く光源Sから義せられる4iの光束を虚

1，繕言

鐙臺で用いられているフレネルレンズは光源からの光

を平行光束にするのが目的であるがここに述べる折射レ
ンズは垂直面内の光束分布を豫め規定された形に折射せ
しむる圓簡レンズであって使用目的は船燈用である‘

本文は次に述べるような條件を瀧足する5段折射レン

ズの設計について具腿的に述べたもので，この種レンズ

の設計の一今般的指針ともなれば幸である．

2．設計條件

1）形状第1園の如き上下5段，中央部約遜は鼓朕
と十る。

2）配光第2岡の如く_ど下5｡の範園は裸光源の2倍
以_lz,上下10.において裸光源の1催以上をもつ渦かな
配光特陸をもつこと．

3）透過率製造方法が押型成形によるという同帳で
硝子と空氣との境界面腫箔ける透過率を第3岡の如く假
走し硝子内部の吸收はこｵ1を省略する；この曲線は押型
域形平板の漉物のうちかなり悪い面をもつものにつき資

擬S′から護せら

いる“の光束と

して折射するもの
S’且~二＝宅=＝三二

一一

と考えられるから
察4

折射方向’の光

度と裸光源の光度10との關係は

鶚=器k…………………

園

１
１

(1)

で表わ÷ことができる．ことにk=tilti.,であってtほ

辮商における透過率を表わす.從って問題はIゆﾉI0を
，渥關して第2圃の如くなるよう渥設計することで，こ

れが設計の基本概念であみ．但し光源藏黙と見徴す．

3．光繍經路の一般式

レンズは頂角ｶﾂ|贋茨鍵化したアリズムの集りと考えら

ｵしる.そこでsからilの方向にでて頂角Aなるブリ･ズム

iこ投射する光線SO』の經路童遷けば第5剛の如くなる．

すなわちSO,は投射角ilでプリズムの第1面腱投射

し，第2面からifで射出される．その結果プレ6藷受

けx方向（硲燈では水平方向）に對して，の方廊に折

射さｵしる．o｣,Q』に請ける屈折光纏はう．リズムの頂鮎

Oを中心としたrおよびnrの2つの同心圓蛎よって作

圖的渥決定される．

0

△
一
‐
１
１

葦I
１
１
１
１
１

11

I=？E~－~
鰯2岡配光特性"l･岡外形

’透過率方

１
１

γ

Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
凸
Ｕ
Ｉ
Ｋ
ｑ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ

７
６
５
４
３

と
■
凸
↑
凸
尹

－

’
一毒

ー

弓

鶚

釦

淵
ノ02030“50〃・入射角i

第3岡透過率 第5園光線の經路

1027

一

ー

言一

ー

、

一

、



一

缶

“を求めるため涯はkを知らねば承らないがこｵしば

4iがわからな燭和ぱ正しい値は得られない．しかし次

の具繼的計算例でわかるようにkを定めるi1,i,】は必

のとで假定した値を用いて差支ない．

diがわかればilがｵつかり(2),(3)諸よび(4)式

によってプリズムの形が決定されるこの計蝉結果を基

礎として次節に述べる手順で希望するしrンズの形状を求一
めるこ･とができる．

1），＝1の場合

この場合は第6岡でわか；るようにil="iﾉ,第2間から

I*/Io=2,i｣,i.】侭めのこで5．程度と到籔され為から

k=til×t,4=.722=.52と見なして差支ない.從って(5)
式から

iエー』i'=2/.52=3,85｡=3｡51ノ

iJは（3）式から

i2＝2〒32，

Aは②式から

A=6･24'

験算
i,=3･51',i4=A一紗=6･24'－1｡=5o24'であ為から第

3岡からk==t11×ti,1=､|72と假定したことは過っていな
いことが2つかる‘蔑一甚だしい見込ちがいがあった場合

には今一度やり直せばよい．

次涯，＝2°の場合に計算を進めjるのでお為が，パラ

メーターが順を追って鍵化す為種類の計算では，その詩

釘』.~』

第6脳

この圖からP紫よびQの座標がそれぞれP(nr

cosi.,rsini,),Q(rcosl,rsinl)なることから

tanA=美證;鶉圭一…………………(2)
またsinil=nsiniz…………．．…･････…．．…;.,･(3)

i4=A－，．…･””･‘……．．……･……････…･･･(4)

以上と（1）式を含めて設計基本式とする

5，計算の順序

今第6岡が配光條件を滿足する紗＝1.,2.’3.,……，

9.,10.に對應う弓る光辮霊路と､j-るならば各妙に對して

“＝1．とすることができる．計算ばまず第1に‘＝1．

の場合の』jl'詮決定す-る．次に'=2．の場合の4il"

を決定し順次’＝10.までこｵ'』を決定する．（1）式は一

般i乙次の如く書換えらｵしる．

..4i==号又÷…---……-……………-…(5)
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１
１

崖

壷

I
’

算結果は一つの滑かな曲線腱沿うて鍵化するから，横軸

に妙をとり縦刺l"jl9ig,Aをとって計算で得た結果

を置黙し’この曲線を伸して見ると次に得らるべき緯果

が大過なく識想される●第7圖はかくして得らｵ2，た最後

の平滑された曲線這ある．

上記の手順で'=2oのときを計算まる．

2)､，＝2．の場合

14'/I,:=21前記の如く'=1。の場合の結果か．ら豫想さ

れる頂角A-12｡,従ってij=･A-Ij=12.-2o=10｡,ま

たij－8。と見払まれる●故腱k=｡51これから

4i7=2/.51.=3｡"=3｡55'

il=4i'-1-4iﾉﾉ=3o51ﾉ+3･55ノ=7･4げ

i"=5o7ノ

A=11.19'

i.,=11.:19-2｡=9｡19/

この結果と識盟値との間には少し差がおるがkの見
込に對してほこ淑位の相違は影響しない．

3）紗壼3コの場合

I/'/Io=2,(1),(2)の結果から曲腺を引伸し次の溌霞
値が得られ〉る.,A=17｡50ﾉ>i4=A－妙=14｡50;i,=12｡20'

故にk==til×tj.i="08×､703=.495|.これから
Ji"'=2/.495=4｡.04=4･3'

il=7c46+.4o34=11c591

iz=7｡53'

A=17｡25ノ

以下同溌な方法によって’＝4.,5°葦看ばI*/Io=2
として進み’，＝5.以上10。ま、管はI‘/10を2から1ま
で漸減させて計鱒を進め扇．

以上の計算l己よつ●て得た館7岡の意義ば結局において
次の如き‘のとな蕊

屈折率弧=1.5遜境界に齢ける透過率が第3回の如き
押型成形硝子稚罰い~て船麗を作る場合'、その配光分布曲
線を第2間の如くせんがために桧，‘方向に折射をらる
為光は光源Sからi』の方向に出て頂角Aのう｡リズム
によって屈折遥聯れたものたるべきことを規定するもの
、でああ．

この曲線を利朋し何段でもわれわれが希望する折射.レ
ンズ瀧設計することができ為．

次に希望す為第1画の如き5段折射.レンズの具鴎的形
状を定め潟手順誰示す．

I
，4－－－－皇｣－－÷

私二重。SI
L －－－－－一F－ -す-割

蕊 8畷

と第8圖となる．

光源から出る光を17.を界として2つに分け17.以下

を無段のプリズムすなわち単一レンズで屈折せしめ残り

の]7.以上を5段に配分すれば大腿要求の形を得られぁ

ことがつかる.

この蕊一レンズの形は’＝4．においてI巾ノIo=2を

浦足するようなもの，すなわちO2腫詫け場レンズ面の

切綴が24.25'となるような圓の半錘毛決定される･今そ

の曲率半径をRoとずれば

Ro=--罰話=望製車型堕塗・SinA

r=45,tanl70=､3057jt=二7)tanllolO'=.1974,.

Sin24･25'=.4133:.

であるか塔

Ro=36.5mm

2）段部の形状決定

第1間の外形から判罰するとi1の最大値ほ“･'0ﾉで

あって，この光は第7岡でわかるように’＝9.40.とな

る計算の初めに光源が黙であｵ'』ぱ遇諭約配光範園は

士9o40′とな為が實際の光源には鑑がりがありまたし′ン

ズ面の凹凸から生ずる散光等を考慮に入れあと妙==10c

に垢いて所定の配光が得られ為と考えられる。

もし上記の二次的効果詮考慮の外に置けば所定の配光

分布が9.40'以上は存寵しなくなり從って硝子の透過率

のもつとよいものとして第3個の曲線を修正したもの狩

使用しなければならないこれらのことの正確な少臘iは

實際質物を作って詞議した績果にまつ以外ほない．

あきて第7岡により，＝4｡～9｡“’の間'を5等分して次
の表を作ることができる．表中紗、iL’12,A.は岡から直

接讃みとられ4A以下tan(90-A)輩では難表から得ら
れる．

以上の結果を基とし正確な作圖を併用して各段の:曲率
半狸Rを求めることができる．各殺の外面が圓弧歪な
ければならない理由ば今更誘明の要億あるまい‘

具禮的例として第4段を求め潟手順を第9､蹄乙よって
示す．

問題ば光源Sからでる光で33這30ﾉから38c52.の髄

１
１

１
１
‐
Ｉ5‘5段析射レンズの形骸決定

1）中央部､ずな永‘ち太鼓状部の決定
抄＝4．腱對癖する光恕略厳調べて見るとil=17｡,i2=

11｡10'.A=24･湊'が得られる．これ詮圃で表わして見壗

1鋤9

今

i，－ ヨ



お為如き半径Rは求めるものとなる．すなわ

ちR=4SIJAとして得られる．

Oa儲を求めるだほ錘のz需行移動により

OfQ'際とO4Q線と力結果瞳おいてO2'O3の

中間Mで交るようなaMO3Qなろ線の位置

を見つければよい．

かくしてこの第4段の形はO_Osの直線部と

02''O,.の圓弧R=144とからできあが葛ので

あるが段の角には適営なブ[珠をもたせるため

0203線から下方に肉をも・た匙る．但しO2か

ら’＝7.24ノ庭zIa行に引いた録をこえてはなら

ない．

岡に示す′＝7.24の平行2線間には,Sが

理想的黙光源であるとすると全く通過光のない

部分となる．しかし愛鰐鼓幅のある光源である

から遠方から見れば問題にばならない

如く牛ぱ作図の併用に災って各段の曲率半離と

2‘

24,

感 9 園第 以上の

その中心位置とが見出きれる．

6．詰・論

配光分布と境界面における光の投射角による透過率曲

線を與えて任意の段折射レンズの形を定める一つの方法
を資例によって精しく説明した．各段の曲率半窪Rとそ

の中心位置を與える數學的解は手数をかければ一應形は
得られるであろうが恐らく復雑な形となって手数をかけ

る割に大した効果はない。何故ならば光源は湾際幅をも

っているにもかかわらず一黙とみなすという大きな股這
があるから・こｵし涯對し定規とコンパス腱よ;る作鬮を合
理的に併用することはこの間題涯露する限り正しいとい

わなければならない。ことに合理熊Iといったのは，例え
If03熟を作圖で見出した後騨引綴き作圖でO3鮎から

O3Lなる直源を引いて02.L'腺との交黙を求め曲率孚
煙Rを得る方法も間違いではないが雨線のなす角4A

４

‐

４

２

３

日

Ⅱ

０
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４
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園のものが折射される部分の形02/03間の形を決定すが小さいから合理的でほなlr,。

る涯ある． 筆者は以上の方法によって定ぬられたレンズを合成糊
まず正確な這規を用い上表tani"tani2の値によつe脂を用いて作り賛験して見たところその成績から術子に

てSO,Ozおよび･SO,'O2'線を引く．岡の正確さをよくよる現物の結果ほ所期の目的を髄足す為だろうとの自信
するたあに2倍犬にえがきまた普通のセルロイ,蕊分度器を得た．
は使用しない． 本問題は日本船澄株式會祗から提出されたもの．ご蚕料
;O3(O3間は圓弧でその中心は02′を通り，頂角A=の提示模型試片の製作につ､,て大へ総卸世話に瞳つた．
51.14'の線O2"Q'に直角な線02/L'上になげればならまた光學臺は蓮研艤装部のものを儲用した．雨者に對L
ない‘また同待涯Oi$をよぎり，頂角A=45｡38'の線感謝の意を表する次第である。
⑲40GQに直角なO3I,の上になければならない．

この未知のOs馳証如何にして求めるかこの黙さえ

･諺かればWOs=4Sを含む荊4AがA'－A=5o36'.で

10師‘
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アメリ､力における舶用ディーゼル

機關附篤装置としての

自動無段階液鵲鍵速装置について jil
今
回 健 二

けるギヤ緯塑と，ギヤに職勅する自動連蕊無段階調整式

HydraulicCai'P1ing(以下文中においてHydraulic

COUplingという）を附鴎装置として使用せられて後費

用化されたのであ湯・

駿箏中は各國の海軍&瞭擶兵器としてのみ.，使用され，

アメリカ海軍において上陸軍船艇,Destx｡]yer,Esco･

rts,Submarines,Minesweepers,P-CBoat,Tende.

rs,TroopTransports,CargoBoatsj等Iご使用され
舶刑デ,イーゼル騰闘ギヤ装漣とHydx･aulic

coupling接綾団

燕
議E

1－

I
１
１戦後世界各國

涯おげる舶用機

關の改良進歩に

は箸るしいもの

がある．舶用叙

.－ピン楼關渥拓

いては次一ピ

ンの規倦化人,大

型化並びIご水管

雛の高温高嘩化

翠二よる高性能

成果は見るべき

ものがあ患・

一ﾌIﾃ納刑ディ

ーービル機關蝉諮

いてば肌，2サイ

’
’
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’I
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畦
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I剛表鑛l

擁舶用ディーゼル機關に對する液織璽速器
製作のアメリカンプーロァーコーポレィショ
ンにおける年次製作表

HydraulicCoupiing--ビル綾l鋼淫お
製作工場罵眞 いては肌,2サイ

クル機關の過給の問避，4サイクル機關を主とする歯車
減速鞍持つ比較的高回鱒の機關の問題100｡FIこ猫い
てRedwOOdNO,1.3000秒以上のBoilerOil使肘剛能

の問題等腱よる．機關綜合出力の高性能成果ばまた箸あ
しぃものがある・

爾機關の綜合効果におし､ては，現在デイー･ゼル機瞬ご
その優位i生が認められぉ・

ディーゼル儀關性指中，特に磯關高速画鱒渥よるU｡複
合組合せ高鰐力出力は，従来ヂイー･ピル擬關の果し得な
かった高出力I》を珂能とし，床面稜の減少：燃料油の節
減至高の縮少寵量り蕊減,部品交換性容易‘等特鞭さるべ
きであり>かか為溺出力，高速蓮!蝿,大鵬カデイーゼル機
關の出現は、全くディーゼル機關とう．画ペテとの間にお

1

罵眞(1)

HydraulicCouPling侭のrrnpeller

Runner構遮鐵興

1031
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中

R洞P.Mにて回轌する場合>RunnerのR.P.M"970と

なる.HydraulicCoup]ingに詫いて,Impellerから

R'mner./､RunnerからIznpellerへの自然循環を生

ぜしむるのは，この速良窪によって生ずる遠心力の差で

ある．

ディーゼル機關とHydraulicC⑪叩lingの組合せ

Diesel機關をギヤ減速とHydraulicCouplingの組

合せによって願動す為場合，高中速Diesell佃にして

フ･ロペラ1個の場合(A)高中速DieSel機關2個にして

フ･ロペラ1個の場合(B)高中速機關4個にしてフ．Iコペ

ラ1価の場合(C)等が通常の場合使用される．

(A)の場合機關を中心線のいずれかの側に鐘き･J水

平中心線上の親歯車の一方側に，騒動兇歯車を置くよう
にするか，またば船の中心線上の充分高い紘置に機關を

置き，親歯車の垂直中心線上におZ,兇歯車と連諾す為“

た．戦後一寸没Diesel機關への應用目認しく，航洋船舶

に對するSPeed,fE,經濟化の問題としてDiesei機關

の研究發展と共に!HydrauliCCouplingの特|生,構造

を究めることは，船舶關係者自身の最大課題の一つとい

える．

間第1表はHydrau]icCoupling製壁昔であるAnze-

ricanB1oWezPCozporaticn,U,S.Aの製作年次表であ

る（1934～甥41)．1941年以後はある必要のため罐長で

きない．

HydranlicC0江plingの講造概要

HydrauIIcCoupling(自動液濯無菱湛減選監置）は

鋳物あるいば熔接構造のVanesで製作されてｵさり，篤

眞（1）に示すが如くである‘ギヤーディーゼル舶用機

關に坂付ける場合ば，左側のImpellerはエンジンフラ

ンヂ胆領ルトによって坂付られ，左側のRunnerはギ

ヤシヤフトのビ．ニオンフランヂIこポル'､締めされる.,

ImpellerとRunnerは双方互いに向き合い,Coupling

の大小によって鍵化ある双方の芋ｬｯﾌ゚ が，調整されて

いるImpellerの回轄部門の外側に，二次回鱒室があ

り，この回轌室はImpellerに固く誤ル,､締めされてお

り,Ixnpellerと外側ケーズングの中間に，仕事可能容

量油を貯藏していぉ．通常HydraulicCouplingに使

用される油ば,133｡Fにおいて,180SUSであ為純鑛

物性の油が使用される,、

DieselEngineが騒動を開始し，接手が完全に必要な

汕凌流たされたM犬態に溌いてはImpellerばポンプ･の

役目を果し，油に對し運動エネルギーを與え，このエネ

ルギー油がRunnex'を動かすことば，恰もTurbineの

如くである．

すなわち油がImpellerの羽根内を外方に洗れる時，

CouPling軸廻りの油の回鱒速睦の墹加によって，運動

エネルギーが發生し，このEnergyは油がRunnerの

羽根内を内万に流れZ）時に放出されて7Runner刺Iに動

力が鮮達される,Runnerは常にImpellerよりごく

僅かの差で低い回樺をする．このRurme断とImpeller

置き』親歯車の旦延直甲心線上にあゐ起腫1串と狸頬する“

かくの如き偏心配置は機關の至高を鍼少し，重心を低く

する利鮎がああ．しかし重力が偏すぁから，機關中心線
上の反對側Iご充分な為重最の櫛職類，溌術品を椛整し，
バランスを探る必要があ為．かくすれば容積減少と雑

備品備付庭よって，二重の利益となる、
(B)の如く2.個のDieselの場合ほ，中心擬上の各仰

にBaianceして備付られ各磯關獄親歯車の反對側に

ある別個のそれぞれの兇歯車腱速結され為が如く腱なる

（圃面第2表）この場合減速歯車侭機驍の船尾側に置か
れ潟．（アメリカ海軍委員會C-2方式）
(C)の場合は2佃の機關の歯車を船首側に置き,2"
を船尾側に置き機關をそれぞれ矩形の四隅に寵きう°ロペ

ラユ燗に連結

している(I"

表第3岡）

すべて歯車組

合せ砿，‐一段

赦遮歯車でぁ

窪 妄

画面蕊（2）咽

2ディーゼルェンヂン,!う°ロペラに鋤する
HydraulicCotnpling使用l罰

の回轆速さの

差がS1ipとPRI)PELJER
稲せられ患．

これは通溌

2,5％あるい

は3％である．

從ってrmpe-

十
聯

－－

〉 DlESEL どNEﾉⅣ唇9
一ー一

－

IIer":1000圃面隼(3)"4デイーゼルエンヂン1フ･ロペラに劉・するHydraulicCoupling使用厩
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つてこ秘は中間軸にプルギヤーを持ち，使用する機關の

數によって異る兒歯車よりなり，かっこのギヤ權平軸受

またはローラ軸受のいずれかが坂付られており,Flo-

atingShoeTypeの職込推力軸受を通じてプロペラを

躍動するが如く設計されている．ギヤーならびに軸受は

組合せられて，一浦に納められ，歯車腿動による油ポン

プ・が回鱒し唾力循窒系統を保有してい為．

この種のギヤには通常へリングポン型が使用され，兒

歯車は濁立瀦内に納められ，それ自禮ある程麗の浮きを

持ちまたある場合は澆み軸の方式がとられている．

HydraulicCouplingを舶用機關に

使嬬する場合の利盆

HydraulicCcuplingを舶用Dieselに減速ギヤと

共に使用す為場合の利益を坂まとめれば，次の如くとな

る．（1）高速Dieselを使用を可能ならしめ，機關の場

所と薫最の節約をなし得る． 亀

また一軸に数機關を連結す為方法ば，機關製造所にお

いて標準化した型式のCylimnderを迩蹴増減し得，そ

の全能力を一軸に聯達して，任意の馬力が得られる，從

って機關製造の簡易化規賂化が容易となる．また部品の

交換性が得られ，岡一の製造所にｵ6いて製作された機關

を設備した他船とその部品の融通性が極めて容易とな

弱・このことは修理費の低減を意味し，同-．効率にて機

關の小型化と共に，同じく縮少された可能部品を贈内Iご

溌備として從來より多く貯職す場ことが出来る．

（側面第4岡）比較間詮對照されたい．アメリカ海事

委員雷C-2型方式であって,NorderbergDieselを

3℃OB.H.P225R・P.M2IIRIと(HydzaulicCcupling使

用）と|司一製作所製造に係為6000B.H.P(プロペラ直

70斤S/OG刷側βEFO斤匠
TJECO(ﾉ座ﾉN6

q卒SEC‐

TOfS/GGRA"AF7m
7PECO"虹/〃G

薄重
｜刷面隼（5）閏

ハィド画リックカッフ．リング使用

による識振動除去圃

結）の寸法至高風揃積を示す．

（2）減速歯車とHydraulicCouplingをEngineと

プロペラ間に使用すZ》ことによって，無段階減速をなし

得，稀腱最も船の最高推進効率に合うが如く，う°両ペテ

回漣數彰制御し得，燃料の節城な癒し得壗．
(3)HydraulicCoupling{fDiesel.特有の捻回漣
振動を傳導しない‘（厨面第5園）從って機關の振動を
ギヤ，シャブ1，，あおいほう・ロペラに傳えない．またギ

ヤぁ>るぃはプロペラよりの振動もEngineに傳えない．

これば機關の長期耐久化を意味し，通常使用の2倍以上

の耐久力を持つ．以_上から0.S.A.規格委員會はHy
draulicCoupl'ing使用の職舶に對し,Bearing並びに

Shaft寸法を,SteamTurbine公式と同様踵ろ規格に

取扱いを許していぉ．

HydraulicCoupling使用船はこの結果Bearing"

びにShaftの重量を減少し，侭絡を低下せしめるた麺

の，本來的利盆と相乗して節約を剛っている．．

(4)HydraulicCouplingは回縛部門と被回鱒部門

との間に機械的鐵罰を持たないのであるから，突然双方

側に生じた,Shcckを油に吸收し，双方磯城の破損を，
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6000HP=ンヂン使用寸法と,3000HP癌速エンヂン使用の場合の比較岡
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(5)HydrauiicCouplingは簡易lこして迅速な為Cl-

utchあるいは.Deciutchを可能ならしめ愚故，締毎中

曾個以上の鐵凋にて進行中，一臘溌修理を要#‐る時，他

織關にて航海を鎧行し得，従って価婆備擬關を諦狛設計

類三富って施設の必要意なくならしめる．またブロペラ

ジャプ卜逵結のままDies"修理可能である．

(8)Hydra"icCoupling"ImpellerとRI.1nner

間に，大きなSIip(間隙）があるから，充分な柔軟性

を保持し，機關とう，宮ペテShaft間の調整ば，他機關

の場合廷おけ乙接手におけるが如く困難がない．

(9)HydraulicCouplinglX97%から97．5錫効率で

あり，溌握ﾌ゚ 園ボラ速礎に達しSIipは一定である．

Hydra皿睡c心皿plingの運韓特に
C"tCh,Declutchについて

HydrauliCCouplingのCIuth,DeciuthIXIm｡

peliex･あるいはRuuner内部の油量の充量が放出腱あ

る.HydrauliceouplingへのOil注入は(I剛表第6

園）の如く,P泣ion･Shaftによるか，あるいは（篤興

第2圖）の如く，外形爾内の側面注入口からか，それぞ

れのCouplingの形式によって行われ為．

1あるいは2DieSeiのﾌ゚ 宮ぺう軸1個への運動につ

いてば（富箕露2園）が使用せられ，4個あるいは波泄

鍜ンﾌ゚ 船等に使用されぁ場合ば,それぞｵしの構造腱合う

が如く設計された（錨6個）の形式が探朋せられろ．

HydraulicCouplingの回鱒部門Rotor(Impeller

とRunne雷迩びに.euterCasi"'を含む）への油注

入時間は．附陽設備のポンプの牡拳容量によって決定

されるが診Diesel蝿動中は油ば充量されて塗り，一方

邇溌の場合,Rotor内部油の零から完全充壁までの噸附

は左擢重要覗されない.L

かしHydraUlicConpli-

ngの大小によって小差は

あるも，大鰐零から封入完

量までの時間拭1～5分で

ある．大型暇ンプあるいは

重力封入装遥とかまたは艇

力タンクと使用まる場合は

その時間は1～5秒以内に

縮めることが出来為‘

上記事礎はDieSelEn-

gineを運陣開始し.15秒

露

ピズI､ン方式，

I釧面鋪（6）卿

リング．パルプ方式,DK型カップ°リング

ﾉS/Ⅳ
一

〃G

5

以内に.，う．ロペラが回簿することになる．

次!zHydraulicCoupling内の油老Rotor内部よ

り除去し，ディーゼル椴關とフ･ロペラジャフトを切離-j-

時開幟可及的速み.やかなることが望ましい．

．從って二機開あるいはそれ以上の機關複使用の場合ば

Hyd_aulicCoupling外形鰯に特に設計された急速油噴

出ロ(SpecialNozzle)が設け-られている,Hydraulic

COUplingの油がSpefialNozzieから噴出すれば排油

腫飾（2）岡

K型念迩鍾速力式力.ソフ°リング

1034
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’
囚扇糒された室氣あるいはCompreSsedC池に,よ$って

Bulb腫力を與えることによってyPisto垂ば軸方向に

動き，内部Oilば零にすることによって,HydrauliC，

COuplingとPrOpellerとのDeclutchを行い,内部注

のこのTypeによるDec]utch〃種畷離ほ約Z5秒で訟
、

ろ．

RingValveType,PiStonValveType"Declutch

の急速に行い得るように特に船舶用HydraulicCo-

uplixigとして設計･されたものであるが，通常機賊照

(MotorあるいはDiesel)と同じく,SpecialNozzle･

以外の通常蕊oZZIeを持ち>ROtor内部の遠心力によ

って放出された油は，排油器へ,排油器から油ポンプ、へ，

油冷却器へ,油冷却器からROto房へと循環し，油ば一

定の粘度で，常にInlpellerから定まったエネルギーを

受け,Runnerに力を與え.るよう設計されている．

油粘度一定であることは特に大切である．油の循環途

中において油量の調整を行う結果，逵鴎調整をなし得る

のである．

HydraulicCoup]ingは以上の如く油調整筵よって，

無段階の速度調整を行い得，從って減逵装置ともいい得
竪

ぁので為るが．有効縦る速度調整として織範園があり，

範園ば,DieseIEngineのBH.PとR.,P･Mとの開運
において,Impellerまた億Runnerの識豊纈生である

CentrifugalVaneType延制約されるのである従っ

てConstant'X,arqueに鐇いての範悶悶に龍いて(tan

あるいはBlowerCentrifugaiPumpに輻いてはまた

別なるも)DieselEngine談速をなし得るのである．

從って単なる誠連装遇に非ずして，ギ沖と連結せしめ，

その範園な最も右効挺調整せしめ，完全なる．所要減速

回憾敷を表示する．

HydraulicCouplmgと油循蒙

その他附圃装置

（|罰諺7個）ば2価のDiesel機關を71価のプロペ

ラシャフI､にHydraulicCouplingを連結して畷勅'巷

し過る塲合の誰躍誰ぴに附鴎磯城要岡である．

器の中に貯蔵せられ，また再び必要時油ポンプ､によって

Rotor丙へ詮入される．

SpecialNozzieを使用してHyd"UliCCOUpling

を切離す時間は誠に早く約15秒で零となる．
通常の場合すなわちSpecialNozzleを使用しない場
合は油Pumpの蓮轤を停め，油注入Bulbを締めれ
iX,HydraulicCoupling内の油は，正常逼蕊中も開口
している循蕊用獺恢口から遠心力によって(Hydraulic
COUpling自禮の)全部外部姪放出され,DieselとHy_
draulicCOuplingの液隈的趣肋を切断するこの式に
よるDeclutchは1～5分である．

SpecialNozzleはそれぞれHydraulicCouplingの
使用光別に,RingValveTypeあるいはPistonVa-
IveTypeに二別さ別している．

RingValveは鋼鐵製の'r型の，軸方向腱僅か動く如
く設計されている．このバルブは角栓によって外形箱に
坂付られ，油漏れの生じないように設計されていあ.
（圖面第6m)T型パルプは，ベアリングによって支え
ら池た,三つの爪腫よって支持され繭1由向涯動き'爪
はベルクランクまたは連結管を通じて描軸に速結されて
おり，連結管．揺軸によりパルプ爪を容易に動かし得為
が如くなっていあ．

爪を動かす迩結管はまた油入ロ弁とも撰綾されて詣り
迩捨管移動蔵Rotor内部の油を除去すあ役目と同時!ご’
OilPumpからの油注入の途を塞ぐ｡P連結管侭圓弧状に
手動または〆イヤグラフモー歩一にて鋤き，その移動角
度は40．でああ．連結管な碓渡に精密に動き,Rotor
内部のOilの調整をなす故，微妙な為速度調整を極め
て正確挺かつConstantに行い得る．
RingValveTypeのDeclutchの時間は約3秒であ
る．

（富眞錨2m)PistonValMe'I,ypeSpecialNozzle
陰である．

Rotor土挺Seriesに取付けられ,Rotor外部上部に
－－一潅捗､/-,-雨ど燕あられてぃ為．回轆時

１
１
１

位遥し,Spring腱よって固く締あられている
油の翻洩を防ぐため腱特進注意され．ている

デ.{･_ゼルギヤ並びにHydraulicCOuplin鳫附1蝿製職|剛
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附漫装置は油織墜袋置，油循環MotorPumpと.油冷

却用のShellandTube'rypeOilCooier2側と，連

結されている油注入Bulbを明示する,Diesel樹凋ば

蕊勤に櫟し,Ixnpeiler内の油は零にて，油跨umpの

趨溥により,油ば中空のRinionShaftから,Rotor

内部へ定量せられ，腫購と同時に，通常NOzzleから油

冷却のためのConstantの量の油が放出せられ,る．

油注入ポンプ廷2個の回轌數異る班otOrを設備し，

邇溌蓮縛時におけるRoto蟹南の油の急速充量あるいは

除去も可能である．．

Tractioxa(T型)TIRpeFluidCouplingと
AfterChargingScavengingSystemとの

接績について

篤腫嬢（3）岡
トラクジヨンダイフ。，／、イド､ロリック

カッフ･リング

圖面第（8）剛

T型フロードカッフ．リング（トラク

ションタイフ．）祷遥圏

1036
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腿I面鑛（9）剛

トラクション型カップ・リング造スカベンヂ

フー両アーとの連闘においての構造岡

TractionTupeF1uidCoplingは鴬眞第3圖岡表第

8岡の如き構迭であり,Rotor内の油の溺整をなし得な

い型，すなわ角速礎調整も行わず，油冷却はROt呼の

表面よりのRadiationによるものである｡U｡S.Aにお

いて1000BH・Pまでのものが．製作されて潴り，主と

してこの形式はHydraulicTorqueCoxiverterと同

じくI､ラック,PowerShovel,Crane,DiesaLoco.

znOtive等にEngineShocklessStarting,E>asyStart-

ing捻回鱒振動の防禦役目を果している、

勝舶用Diesel機關に紫いては附鴎鎧遜であ鳴給氣排

氣鎧遥用BIowerに使用されてい為．
｡a

TracticnrI,ypeFIuidCouplin噂はWR2を減ずる

ため，ク画一ズグレイン鋳物'AInlinum合金，鋼鐵熔

接構造が収らｵし，それ間身の重量軽減の役目を果してい
る，

このTractionTypeは全目遡巧式が探ら#L,Speed

の3乗によってBlowerの力が要求される場合も,Co-

uplingのSlipは渉>らゆるもSpeedの場合涯轍に一
定である．

第9園はTractionTypeFluidCouplingの給氣排
氣装置への取付例岡であ潟．

HydraMIicC⑪胆砂Iingの大きさ選定について

HydraulicCouplingの逃走はB､H.P.とDiesel

機關のSpeedによって，それぞｵ鮭ばれたものが使用
される‘

便利な，識備的,Coupling選走として("10,11EI
鐵眞岡溺3岡）を掲げ為．HydraulicCouplingのPo-
wer'Loss"S､lipと等しい．従ってCouPlin鱈が3%
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岡表第10"TYPEKHydrauIcCOuping寸法間
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54

60％

67

73％

80

86％

93

100

106%

113

120

126Z

133

｜
’

娼
舜
印
砺
沌
記
醗
鋤
妬
蛇
鮨
澱
如

１
１
１
１

．

17％

20灘

22％

2う灘

27認

30％

33

35灘

37認

40灘

42弾

45％

47認

躍
淫
畷
畷
蕊
蝿
魏
嘩
睦
翠
理
嶢
暖

寸
■
Ｌ
ｄ
Ｉ
４
ご
’
１
ｆ
日
仏
ｑ
’
二
勺
０
今
１
匹
ｆ
■
凸
◆
且
１
、
〃
盆
、
／
一

，銘

10%

12

13％

14%

15％

17％

18認

鋤郵

21列

23％

23菟

26％

11％

12%

14％

15％

16%

18

19%

20潅

21%

23％

24％

25苑

27％

３
３
瑳
斗
甥
蝿
５
濯
宰
６
６
曜
哩

８
畷
Ｑ
Ｏ
２
２
ｓ
４
５
６
７
８
９

１
１
‐
１
１
１
１
１
１
１
１

蕊
落
弾
舞

１
１
１
１
２
２
２
蕊
率
蘂
蕊
蕊
蘂

14％

15%

17%

19%
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寸法はインチ製作のために使用されてはならない．權利AmericanB1owerCorPoration有り

I
結語：

以上によって,FluidCouPlingとDiesen鍔蒲との

連結糎ついての概要並びにFIuidCoupIingの特性を

ﾋニモ

f

．A~
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.J..十一I､今！
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I

I歌米覗察歸朝報告奥l王}等氏
VoL.25.12月雛1235p.
三一噸，パに堂ける筆'fラ油藍燃

料とする新しい高麗カデイーゼル
機關

slipの場合は97%効率である。その他のLosSI!*

(TractionTypeを除く)OilCircuratinpPung"

るいはOilCoolerPump動力であり，その動力淌蜜

If,Couplingr二運動される總馬力の.25影である．
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速度調整式H'draulicCOuplingH.P･とSpeedとの蹄聯による型式霧雛早見表

Bulletin:No,4419.SupersedesBulletmNo.5025.

猫-1闘面はAmreicanBXowerCoTpOrationの好意に』；
剣

②ロ

その他

AmericanBlowerCorpoxPation,HydraulicCo"Iin
今

Division.,･

眉爵船舶機關艤装鶴 栗波榮之助鰯賀鑿農慧蟻豊)箸B5版・上製190餘頁・圖版150餘

定鱈380圓・邊料40圓

船舶秀涯駿關蕊装法涯ついて，著者十数年の知識と經騒とが餘す
所なく，かつ系統的腱，要領よく述べられているから，設計，作
業部11Wの披砺者は固より，粗材，修理，管理部門の人をまたは船
舶騒溌部職興の愛重厳漉替指針である．

◇乳劉<前工事
僅容一豊）◇推水後工辮

舗灘惹鍵藩工蕊等=","“
既識書＝

◇船の本箪3總
小野鴨三，庄司和民
山筒五郎，箸

◇海上保安佃“0河
船艇要覧〒40劃

海上保安雛盛修。全保安船
艇の船型職及篤腫，要目表

I
我國海上防術最

計謹に重大な新
ろ示唆を與弓刊

る希有の技

術的文献．高

速艇の技術史

を經に，その戦史を，

憧 騨鯵駕雷繼’
｜

内＝－

元海龍技術少佐丹羽誠一一箸
B5版。上型150餘頁。篤眞剛版滿戟
定痩340函･送料40回（内容呈）

締に，またそ･の班況を詳述し，縦織に解明してい為
■
■

－－－－＝ー＝一■＝

25521番
一一

東京都中央随銀座3の2財幽法人舟艇 協會出 服部振替東京
■■竜一■凸I唾酌■■一領
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水槽試験資料33(Ms.56T&Ms56K×MP.47)
船舶編集室

淺吃水双螺旋曳船(II)

の最大耀さ6米に對應する値である)，についての車濁

航走時の抵抗鐇よび自航試験ならびに曳引試識（荷重は
1､019",0.8331iE,0.648唾の3種）が行われた．結果

は第1圖詣よび第2岡に示す，水深4米の場合では淺水

影響は堂だ輕徴であるが水深が減少すると共に泉た速度
の墹加と共に抵抗が増大する状態が岡から知られる．こ

の關係を更に明瞭にするために水深を横軸として一定速

度毎のB.H.P･等を縦軸に示したのが第3岡請茨ぴ第

4岡である．なお固の繊軸には水深と船の吃水との比が

二重目盛で入れてあり，壁たB.H.P.曲線に臓淺水影

響が表わればじめ為黙すなわち馬力が増加しはじめる黙
を曲線で示してある．

これらの岡から本贈に對しては,1）単濁航走では4節

附近の速鹿で水深が吃水の5倍，7節附近で8倍以下の

時腱は淫水影響が表つれ，2）曳引航走の際には淺水影

響は更に早くはじまる，3）コルI､。ノッズルを装備した
ものはトンネル型より淺水影響に對して敏感であること

が知られ，また龍濁航走時でも水深が小となると船篭抵

抗の増加が大きいからコルl､。ノッズルが有効となる範

悶のあること等も知ら熱るであろう，

水深が浅くなるとそこを航行､する船の抵抗が急に大き

くなることはよく知られていることである．水階試験で

も水催の水深穿小とすることによりこの淺水影響を調査

することができる．しかし水漕の水深を鍵えることは，

小型水糟では水を麺けぱよいから比較的簡箪であるが，

水糟が大型になると，この方法では多量の水を捨てねば

ならぬから，そう簡単にはできない．このために普通大

型水蝋では自由に上げ下げできる底板が永階内に装置し

てあり，常時は水購の底に沈めてあるが，潅水試瞼の際

には引き上げて必要な水深に固定できるようにしてあ

る．これを假底と呼んでいるが，運獄技術研究所の第一

試験永幡にはこのような假底が約130米の長さに亙って

設置してある．今回の資料はこの假底を使用して行われ

た潅水影響に開する試験結果を示す．

M.S.56は前回の資料32に扱った河川用曳船である

から，今回は線岡の掲載を省脇してその要目のみを第1

表に再録､する.56Tはいわゆ為トンネル盤臘尾船で56K

はこれに＝ル'卜・ノ･ソズル詮装備した型である．

これら模型で水深4種（鐙譜の場合に換算して27,12

米，4.07米，2.72米および1,49米，27.12米は試瞼水輔
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たれた曲面軌路8腱係合する，この

係合によって吊艇腕1が船外方向

に鱒動する時滑り戻るととを防止
することができる．同稼にダピッ

1､腕1の船内方向への轌動時に滑

り戻ることを防止するために巾礎

部分2の先端に画一ラーまたはピ

ン12を設け,また垂直板9に前部

曲面軌路11影形成してある．

画■■■■■ゆ＝■＝己ﾖﾕ
b一一口▲－－■

大谷幸太郎特許解説 特許鹿

重力吊艇桟の改頁（昭和28年特許出願公告第2876

號，發明者・ハ坐､フリー，ジョーヂ；テイラー，出

願人・ウエリン．マックラクラン，デヴィツ，リミ

テッドーイギリス）

從來吊艇腕の足の部分を巾廠<してその下面に凸形を

形成し，大鎧水平の軌路_上を鱒動す為ようにした吊艇住

におい､ては，この縛動の間吊艇腕が軌路面に對して滑り

戻為こと溝防止す為ために足の下面と軌路面とに歯を形
成したものであるが，本發明はこのような歯を形成する
ことなく足の踵部の側方にピン堂たはローラーを設けこ
れを別に形成せられた曲面軌路に係合して滑動さ社前記
の目的を達成すぁようにしたものである‘

圖面腱ついて説明すると，’はダピツト腕でその~ド部
に巾の魔い部分2を形成しこの部分2は僻5上の固定
軌路4上を1鱒動するようにしてあるこの軌路4はほぼ
水平に形成されているが，場合によってば若干凸形と-し
てもよい．そして吊艇柱’下部の巾臓の部分2の踵部側
面にピンまたばローラー7×が設けらｵし，どのピンまた
は画一ラー7×は床枠5の側壁を形成する垂直板9Iご穿

?－－1111－ワ

’
鋼製髄口蓋用車輪（昭和28年

特許出願公告第3863號，出

願人・發明者ロバ－1､，マ

ックングレゴール、ジョセフ，

マック，グレゴールーイギ

リス）

本發明は山形雛口繊材または鮠

口近傍の他の面上を韓かつ.亡艫口

蓋の水平移動を容易ならしめ為鋼

製鯰口蓋に設けた車輪に開するも

－ーー－一－

第2圖

ので，蓋を移動する場合にば車輪の偏心プッシュを180

度回鱒することによって蓋をその座から持上げ為ことが

出来，かつその位遥で偏心プノシュを固定することが出シュを固定することが出

来るようにしたものであ
－

る．そしてこの車輪は三

つの要素，す．なわち蓋薩

固定された心俸，この心

棒に偏心的に設けられた

プッシュ詣よびプッシュ

の周函に回輔可能に設け

られた車輪本禮とから形

成されていろ．

以下岡而について説明

､すると,乱は山形鯰口線

材または他の艫口蓋支持

髄,2は鮠口蓋,3は案内

片で車輪本鴎7は談2の

側部に固定的に設けられ

た心棒4腫載置識し，こ

の心棒4は蓋2の側部に

固蒲された板5に間蒲器

れてぃ鳥．そしてこの心

棒4に画一ラーベアリン

グ8を介して車輪本禮7詮

支える凸縁12藷持った

、
、
’
１
〆
４

《
○
一

４
０
１
唖

唖

一 -.---￥写盲苫舅
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帰心プッシュ6が取付けらｵして

,､る．この偏心プッシュ6のス

リーブ10鑑よび心捧4にはス

リーブの一端から他端に亙って

ﾖ定ピン13用孔を直徳方向に

妙)-，これにピン13を挿入し，

二のピ.ン13は篭が閉鎖した場

今詰よび蝿がるた"〕挺持J蔦げら

'した場合は篭の面に對して平行

蛎遷に来･為ようにしてある．ま

ずプッシュ6に侭その回鱒を容
易ならしめろためにレバー彰通
サ通路14溌詔けて猫<添上ぃ．

一一勺一一一

a

第 3棚

2
1

いま瀧口を閉鎖している蓋("3IM)を鱒がそうと、

る場合にほ，ピン:13詮取外してプ.．シ星.6拝]80礎回鯉
すれば，蓋は1陣り位霞に持ち揚げられあ("]:,2ml).ji

こで固定ピン13をピ｡ン用孔に挿入すればよい．

ピン13は槌でたたくか，または綱鐡等をピンの環客
に挿入して取外すことが出来るし，寵た回樽時常にそ‘

環部が下方に向かないようにして操作することが出来堀
からピンを誤って脱落､することはない。

典

104軋
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遼方より流量を調節する装置（昭和28年愛用新案出

願公告第691,號出願人。考案者御法川三郎）ロ

本考案は流艘の通過管内に装置した版状調節弁を遠方

より電氣的に管掌して任意に回輔せしめ流魑の流量を適

宜に調節することが出來るようにしたものである．

岡面について読明､j-ると;岡示の装澄は舶用汽灌に鮨

いて給炭量の調節を行う際にこれに比例して邊風量溌調

節するのに使用せられる場合を示じ，’は迩氣湘脅，2

は版肱調節弁で，この調節弁2ば軸3に取付け･られこ

の軸3の延長軸4上には數個の導萢性圓版6ｴ,･･･61が並

列して〕反付けられているこの圓版群は版上の特定の箇
所にそれぞれ絶縁部51,..･5』篭有し，またその圓周部に

は弾性鐵蜀子7j,…殉が鍵圏している.そしてこれらの

接鯛子に接演した導線81，．．8』許遼方にある操縦室等に

導いて端部に接黙9』,.‘.94を設け，これに對應して1本

天然融・海事圖書
上野喜一郎箸A5箱入633頁850圓(g50E)

船舶安全法規
天然趾編B5上製220頁450圓(g40圓）
船舶の嶌眞と要目第2集（1953年版）

天然砒編B5普及版300g300圓（淫0圓）
船舶の嶌眞と要目（1951年版）

上田篤次郎著A5上装(折込7枚)500圓(g40圓）

舶用電氣設備
避船協曾電氣熔接研究委員曾編
A5判總アーI、200頁360圓(E40圓）
船の熔接設計要覧
小林恒治著A5上製260頁420圓（邊40m)
實用航海術
小野寺遁敏箸A5上装340頁Eb0m(E40圓）
氣象と海難

山縣昌夫箸

船型學(推進篇)晶職篭蛎
船型學(抵抗篇)粥瀧郷
上野喜一郎箸A5上製280頁380m("30圓)
船の歴史（第一巻）古代中世篇
米國造船造機學會編米原令敏諜各B5上製
舶用機關工學（龍1分冊)650圓(鐙50圓）
舶用機關工學（第2分冊)520EI(g50gl)
舶用機關工學（錐3分ﾙﾙ)700圓(邊50圓）
船舶局資材課監修B5上製400X~650m(g50g)
舶舶の資材
茂在寅男著B6上型210頁280m(g25圓）
解説「し－ダ＝」

橋本。森共著A5上装200頁30013(邊30m)
船 舶積荷

依田啓二箸A5上製200頁280m("25")
海上衝突豫防規則提要

今

の接鯛腎10を取付け，これに接綾した回路内に電源n

を設け-て電氣回路12を形成する．この回路内に電動溌

13を装置し，この電動幾13の軸上にウォーム14を設

け,このｳｫｰﾑ14を軸4に取付けた”-ﾑﾎｲｰ

ﾙ15に噛合せしめておく．

いま蕊圃蓄10を適宜の接識，例えば接鮎9;]に接鯛す

れば導鍍83接鯛子73,圓版6;;,軸4電動義3および電

源11迄よって形成される電氣回路12は閉鎖されるから

篭動議13は回鱒し調節弁2を回鱒せしめる．そ:してこ

の場合勿論圓版63も回博しているから，その周邊一部

に設けられた絶縁部56が接潤子73に接､;-ると同部に電

流左漸ち弁2をその蕊壼の位置に停止させる．そして接

鯛普'0を回鱒して他の電流を通ず雛ではその調節位
置念保持‘;-るわけである．なお軸3と軸4を一鎧とせず

その間に適宜の減速磯潅等な設けｵしば便利である．

小野傷三箸A5上製170頁250EI(g25圓)-

舶用聯動汽機
春日・杉浦・雨宮監修A5"500頁800g(250gl)

水 産静典

矢崎需著爵上篭00蒲"遍菫害圖篶
天然蔵編B5"180頁280圓("25EI)

船用品の解説と紹介
朝永研一郎著A5－E製210頁250圓("25gl)
舶用機關入門

漉塁加藤一著A5上製200頁280EI("25m)

荒‘天航泊法
小谷･南･飯田共著A5上製340頁450g(g40H)

機關士必携
依田啓二箸A5上製400:"450EI("40EI)

船舶運用學
小谷信市著A5上製300頁350m(g40圓）
舶 用補機

小野暢三箸B5上製折込岡4*400gl(E40a)

貨物船の設計
高木淳著A5上製240頁300m("40EI)

初等船舶算溌
中谷勝紀著A5上製320頁3501m(g403)

舶用ヂーゼル機關
中谷勝絶著A5上型200頁250m("25m)

舶用曉玉機關
訓1戸高等商船學校航海學部編
A5上製180頁180m("25圓）

航海士必携
“關川武著B6上製140頁130圓("25m)

艤装と船用品

’
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一乗駕蓋準警霞舶用機關工學第三分粉雪緋鰯
内容；熱工學と熱力學，振動の問題，熱交換器

上野喜一郎箸船舶安全法規A菫s誌濯倒,頁

一妻繊墓薑琴篶騒の熔接設計要寳A5上製195頁薯360

上田篤次郎著舶用電氣設備“表製登，享誇00

小林恒治著實馬航海■術A5上製250頁塞429
小野寺道敏著氣象と■海難A5上製350頁雲500
大和久重雄著工具鋼の熟慮理技術峠|’鰡認寶割

｡

1

1

l
U

1

－ ．(塗料各50圓)－

’
（圖本圖書館協會選定圖書）

■+

1953年版畷舶の篤眞と要目第2集
☆1951年發行“船舶の篇眞と要目,'集録以後の鋼船500噸以上の竣工の船舶約
140隻の全篤眞と要目．なお要目は120"目にわたり第1集の25%増．
☆定償450m(250Igl)☆為虞，アー'.",函入上製

牧録船舶

貨客船〕さんとす丸

〔貨物船〕めぎしこ丸ぽな霞丸はわい丸日光丸あらすか丸あとらす丸あんです丸武庫審丸阿
蘇存丸山月丸昌島丸繊濱丸紐育丸永眞丸有田丸富島丸あすとりあ丸熱海丸赤
城丸粟田丸秋田丸有馬丸阪蘇ﾒ＆乾洋丸朝潮丸おりんぴあ丸高花丸高幸丸松盛
丸九州丸美代玉丸國島丸うめ丸有明丸加茂川丸高東九日啓丸．和光丸山照丸
隆山丸山里丸高治丸山禰丸スラパヤ丸明徳丸ころんぴあ九高長丸香稚丸信貴春
丸北海丸那智春丸國川丸耐'川丸君川丸聖山丸日聖丸日洋丸砿啓丸東海丸八
幡丸東龍丸榮山丸東照丸淡路山丸秋葉山丸青葉山丸明石山丸群雲丸協優九赤
蜘4丸富洋丸鴎郵春丸日高丸大元丸大有丸彦島丸第八東西丸・東京丸京都丸協
榮丸永安丸永兼丸彦山丸第三眞盛丸興國丸興名丸富士丸宇佐丸日豊丸榊路丸
難五滿鐵丸雄光丸銀光丸明和丸乾隆丸第三滿鐵九五-I&鈴丸中榮丸阿波丸東山丸
ひまらや丸那岐山丸大法九遇浦丸松浦丸

〔油槽船〕肺邦丸聖邦丸雷剃山丸さんるいす丸露二雄洋丸霧島丸東榮丸太榮丸日章丸
〔特殊船〕｜剴新丸北斗丸第三字高丸ほへと
〔轍出船〕（貨物船)DONXNATIJAGJAMNA
L鐡出船〕（汲槽鋸)PETROKUREPATRICIASTANVACJAPANIONIANTI,RAVET.TFREUR-

YCLEIAADRIASLEONIDASANDREWDILLONASPASIANOMIKOSDARNIE

CHRISTINAGENIETINITJRT_RNE~MERSKINAGASHIPPER

1

一一一
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昭石の新製品溶剤製潤滑油特号は化学的安定度の極あて高い純粋
の謡製礦物質油であります。各船主及機関士各位には昭石特号製
品が凡ゆる運蒋状態の下に完釜な潤滑を與え而も航行浬数当りの
消費が僅少である事を体験して居ら＃'しますq
川崎汽船会祗所有国川丸（重量屯数10,842亜）装備のヂーゼル
機關は昭石特1号，特2号，特3号ヂーゼル油を以て正しく潤滑
急れ最高の能率を學げ乘組員_④好詫茜j専して居ウます。

（詳細は各営業所に御問合せ下さL,〕

英系シエル石油會祗提携
篝本全拾七億円

繕
早出洪二郎取締役副社長XW.H.SITWELL
東京都中央区日本橋馬喰町一丁目一器地ノー
電話茅場町（66)．1240～9
束京都中央区日本橋小伝馬町二丁目二番地ノ五
滋賀ピル内電話茅場町（66）1210～9
大阪市西区京町堀上通一丁目三三番地京町堀ピル四階）
小樽市港町三二番地電話小樽5615，1弱7
福岡市極樂寺町一一番地電話西1602
名古屋市中区南伏見町二丁目二番地電話本局2005～6
広島・新潟・秋田・仙台･坂出
川崎｡新潟｡平沢｡海南｡関屋｡彦島｡鶴見.芳賀.井伊谷｡品川研究所

＝＝一一一一＝－＝＝＝＝一睡国

取締役社長

本社

本社分室及

東京営業所
大阪営業所

小樽営業所
福岡営業所
名古屋営業所
営業所
工 場

I電話西1602
電話本局2005～6
．仙台･坂出 ，
．芳賀･井伊谷｡品川研究所

垂壷＝＝＝＝＝琴〃､蝋一一軍＝＝
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保渦氷山印

保冷グラス、フワイバー
防音
硝子布
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船

火山印

ツケ、ウール

岩綿繊維

岩綿板

保温板

保脇筒

保冷板

保温紐
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本 社東京都大田区東燕田4－己上

TELも蒲田(03)2211-9

東京営業所東京都中央区京橋1－2七ン1，ラルビル7階
TEL.京橋(56)957,1414,2257,6012

神戸営業所神戸市生田区明石町19同和ビル8階
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酸洗腐蝕抑制剤

汽缶･熱交換器･水管等に推積す
るスケールや鐡板の錆は酸で完墨

に除去出來ます。それは酸液に腐蝕抑制剤を調合して管壁面を保護するため

です。イピツトの防蝕効果は外国品よウ優秀です。です。イピツトの防蝕効果は外国品よウ優秀です

詳細ば本誌Vol.26No.2P､218を参照のこと。

霧L妻驫鐵簡鑿饗礁瓢驚夢‘、
霧2溌琴幹完全清掃の湖熱効率が
霧3噌驫提篶掃蕾稟婁臺睾奈離蕊評
議4噸,謡蕾材警薙蕊贄霊塞騨潅

瘻域謡

酸洗後酸洗前

住友稔學工業株式會肚
本鮭大阪市東睡北濱五丁目二二
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③ 巳本工紫規格熔断器具販売表示許可第735号

"1i謹葵嚥
大阪當業所大阪市西区阿波座下通lの19電話新町(53)4010
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船舶用無

直流電

電動揚

配雷
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機
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盤

アシヂズ輔…ノル
ボイ議軍舗奪秒罷識造元

⑧罐繼學墓水爆業蕊
本】壮大友宙~に区濁笠可堂ピル四階睡譜堀川〔35〕376濡
九州支宕八婦市黒高膣吸可四丁目電祇八榧207韓
玄京出張軒或諌都大玉亘入新井5ｺ百317電話大,ilf(05)2740"
署紳戸市車認匡･本庄可青木龍話御形6554番
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船舶用冷凍機

船舶用厨房器

変圧器

大膜魏鮒上珂

副詞室龍ピル

仙台宙一濡丁
歴島袋諏

甑京ピル

名古屋厩小路通

札幌術～膝

密山安住訂

甑
名
札

三菱電機柿裁會賊
一一幸一一一一一一一一一一《一一一一一一勺



犀ず.．j・・・詞'国,．’,璋鷺& .･00､････可.堤ﾏ､塊･'f､今喰姦.．b塔ヴ･も馬fご■・摺・『44一『砧 -､壁悪よ．･6"与奪心室烏炉4許β4-.-,､･･一･巻露，訂
到
勤
警
弔

確実て･使って便■利な丑
寧
日
七
コ
鋤

空
蝉
と
邸
帥
部

小

＃童より10立迄各種
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えが出來まず。外部から簡軍
カニ微細な油景の調節が出來る
シ油迂調節装置をつけました。
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